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新規就農を応援します
令和元年度交通安全ポスターコンクール

中学生最優秀賞
第一中学校2年（当時）　相原　龍

令和2年夏の県民交通安全運動
運動期間　7月11日（土）～7月20日（月）

【年間スローガン】 いそいでも　心のブレーキ　かけましょう
【サブスローガン】 いってきます　わたしもくるまも　ルールを守る

　

【運動の目的】
　広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通

ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付ける

とともに、県民自身による道路交通環境の改善に向け

た取組を推進することにより、交通事故防止の徹底を

図ることを目的とする。
 

【運動の重点】
○子供と高齢者の交通事故防止
○自転車の安全利用の推進
○飲酒運転の根絶
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農家になるためには、上記のようないくつかのステップを
踏む必要があります。将来的に農業で生計を立てたいと考
えている場合は、群馬県や市にお問合せください。

　新しく農業を始めたい人や農業後
継者として独立経営をする人に国か
ら給付金が用意されている「農業次
世代人材投資事業」があります。
　大きく分けて「準備型」と「経営
開始型」があります。

準備型
農業を始める前段階で、研
修の受講などの後押し
給付金額：150万円（年間）
給付期間：最長2年間
対象時期：就農前
対 象 者：就農予定時に49
　　　　　歳以下の人

経営開始型
農業開始直後の収入が不安定
な時期に生活費などを支援
給付金額：最大150万円（年間）
給付期間：最長5年間
対象時期：就農後
対 象 者：独立自営就農時に49
　　　　　歳以下の人

※「経営開始型」を受けるには、青年等就農計画を市に申請
し、認定を受けた「認定新規就農者」であることが条件です。

　友人に誘われて、同じタイミングで農業をやり始めました。まず、農
林大学校の研修コースに通い始めました。そのコース以外にもさらに農
業のことを勉強したいと考え、市の農林課から認定農業者の方を紹介し
てもらい、1年ほど研修をしました。
　現在は小日向で、ナス・上州ネギ・ズッキーニを栽培し、5～6月にか
けてはズッキーニを栽培しています。群馬県の主要品目のナスと上州ネ
ギは、ある程度価格も補償されており、特にナスは半年間も収穫ができ
るため、メインの作物にしました。
　いざ、農業を始めてみると、苗代や道具などに結構な費用がかかるの
でこの補助金制度はすごくありがたいです。そのおかげで、道具などを購入することができています。
　現在、就農して4年目ですが、補助金制度や周りの人に支えられ、順調に農業ができていると思います。た
だ、昨今各地域で問題となっている鳥獣の被害があり、対策を行っています。

　これから新規就農される人へ、正直、農家を営むのは大変です。何を
やるにしても自分を律し、動かなければなりません。しかし、裏を返せ
ば自分の感じたように、やりたいようにできることが最大の魅力です。
どうしてうまくいったのか、うまくいかなかったのかを試行錯誤するこ
とに非常にやりがいを感じています。人のまねをしても良いし、わから
ないことがあれば市や農協などに遠慮なく頼ればよいと思います。私も
安中の農業の先輩方のように、信念をもって仕事をしていきたいです。 新

規
就
農
を

　
　
　応
援
し
ま
す

農業をはじめませんか
～就農までのステップ～

次世代を担う
農業者を支援します

Ⅰ「農業内容をイメージ」
どんな作物を栽培するのか、経営規模、就農候補地など
目指す農業のイメージを固める

Ⅱ「知識・情報収集」
・就農相談窓口や就農相談会へ参加
・市などから情報収集

Ⅳ就農準備
・認定新規就農者になる
・農地や機械などを確保

Ⅴ新規就農

Ⅲ農業体験
県内の農家へ農業体験

梅本　啓太さん（就農4年目）
Interview

　中宿でいちごを栽培しています。高崎市内のいちご園の前をよく通っ
ていたので、いちごを使ったビジネスをやってみたいなと思ったのが
きっかけです。いちごを栽培するにあたって、高崎市内のいちご園に1
年半ほど研修に行きました。今でも相談に乗ってもらうなど、関係は続
いています。
　いちごはハウス栽培のため、ある程度の土地が必要になります。その
土地探しが大変で、ハウスを建てるとなると、貸してくれる人がなかな
か見つかりませんでした。今借りている所有者の方が草刈りを始めるタ
イミングで、飛び込みで手伝いました。そのおかげで土地を貸していた

だけることになり、農園を始めることができました。とても感謝しています。
　私も国からの補助金を受けています。初期投資を含め、ハウスを建てるなどの設備投資をしました。この補助
金のおかげでスムーズに就農することができました。あとは、農家の人はそれぞれ作っているものが違うので、
その作物の栽培事情などを考慮してもらえれば、なお良いかなと思います。
　これから新規就農される皆さんへ、まず農業は気持ちが一番大切で、それさえあればとてもやりがいのある仕
事だと教わってきました。おかげさまで、この前行われた第37回群馬県
いちご品評会では、銅賞を獲得することができました。しっかりとした
覚悟をもって取り組んでいけば必ずうまくいきます。ぜひ、頑張っても
らいたいです。本当は収穫が終わる頃に子どもたちに開放していちご狩
りをしてもらいたかったのですが、新型コロナウイルスの影響で実施で
きなかったのは残念でした。それは来年の目標にしています。

問合せ▶　農林課農政係（☎内線2613）松

安中市マスコット
キャラクター
こうめちゃん

清水　聡さん（就農2年目）
Interview
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農家になるためには、上記のようないくつかのステップを
踏む必要があります。将来的に農業で生計を立てたいと考
えている場合は、群馬県や市にお問合せください。

　新しく農業を始めたい人や農業後
継者として独立経営をする人に国か
ら給付金が用意されている「農業次
世代人材投資事業」があります。
　大きく分けて「準備型」と「経営
開始型」があります。

準備型
農業を始める前段階で、研
修の受講などの後押し
給付金額：150万円（年間）
給付期間：最長2年間
対象時期：就農前
対 象 者：就農予定時に49
　　　　　歳以下の人

経営開始型
農業開始直後の収入が不安定
な時期に生活費などを支援
給付金額：最大150万円（年間）
給付期間：最長5年間
対象時期：就農後
対 象 者：独立自営就農時に49
　　　　　歳以下の人

※「経営開始型」を受けるには、青年等就農計画を市に申請
し、認定を受けた「認定新規就農者」であることが条件です。

　友人に誘われて、同じタイミングで農業をやり始めました。まず、農
林大学校の研修コースに通い始めました。そのコース以外にもさらに農
業のことを勉強したいと考え、市の農林課から認定農業者の方を紹介し
てもらい、1年ほど研修をしました。
　現在は小日向で、ナス・上州ネギ・ズッキーニを栽培し、5～6月にか
けてはズッキーニを栽培しています。群馬県の主要品目のナスと上州ネ
ギは、ある程度価格も補償されており、特にナスは半年間も収穫ができ
るため、メインの作物にしました。
　いざ、農業を始めてみると、苗代や道具などに結構な費用がかかるの
でこの補助金制度はすごくありがたいです。そのおかげで、道具などを購入することができています。
　現在、就農して4年目ですが、補助金制度や周りの人に支えられ、順調に農業ができていると思います。た
だ、昨今各地域で問題となっている鳥獣の被害があり、対策を行っています。

　これから新規就農される人へ、正直、農家を営むのは大変です。何を
やるにしても自分を律し、動かなければなりません。しかし、裏を返せ
ば自分の感じたように、やりたいようにできることが最大の魅力です。
どうしてうまくいったのか、うまくいかなかったのかを試行錯誤するこ
とに非常にやりがいを感じています。人のまねをしても良いし、わから
ないことがあれば市や農協などに遠慮なく頼ればよいと思います。私も
安中の農業の先輩方のように、信念をもって仕事をしていきたいです。 新
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どんな作物を栽培するのか、経営規模、就農候補地など
目指す農業のイメージを固める

Ⅱ「知識・情報収集」
・就農相談窓口や就農相談会へ参加
・市などから情報収集

Ⅳ就農準備
・認定新規就農者になる
・農地や機械などを確保

Ⅴ新規就農

Ⅲ農業体験
県内の農家へ農業体験

梅本　啓太さん（就農4年目）
Interview

　中宿でいちごを栽培しています。高崎市内のいちご園の前をよく通っ
ていたので、いちごを使ったビジネスをやってみたいなと思ったのが
きっかけです。いちごを栽培するにあたって、高崎市内のいちご園に1
年半ほど研修に行きました。今でも相談に乗ってもらうなど、関係は続
いています。
　いちごはハウス栽培のため、ある程度の土地が必要になります。その
土地探しが大変で、ハウスを建てるとなると、貸してくれる人がなかな
か見つかりませんでした。今借りている所有者の方が草刈りを始めるタ
イミングで、飛び込みで手伝いました。そのおかげで土地を貸していた

だけることになり、農園を始めることができました。とても感謝しています。
　私も国からの補助金を受けています。初期投資を含め、ハウスを建てるなどの設備投資をしました。この補助
金のおかげでスムーズに就農することができました。あとは、農家の人はそれぞれ作っているものが違うので、
その作物の栽培事情などを考慮してもらえれば、なお良いかなと思います。
　これから新規就農される皆さんへ、まず農業は気持ちが一番大切で、それさえあればとてもやりがいのある仕
事だと教わってきました。おかげさまで、この前行われた第37回群馬県
いちご品評会では、銅賞を獲得することができました。しっかりとした
覚悟をもって取り組んでいけば必ずうまくいきます。ぜひ、頑張っても
らいたいです。本当は収穫が終わる頃に子どもたちに開放していちご狩
りをしてもらいたかったのですが、新型コロナウイルスの影響で実施で
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本
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区分

一般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

自己負担限度額（月額）
外来＋入院
（世帯単位）

現役並みⅢ
（課税所得690万円以上）

252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％
〈4回目以降：140,100円〉

167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％
〈4回目以降：93,000円〉

※18,000円
年間上限144,000円

57,600円
〈4回目以降：44,400円〉

24,600円
15,000円

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上690万円未満）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
〈4回目以降：44,400円〉

現役並みⅠ
（課税所得145万円以上380万円未満）

外来（個人単位）

8,000円

35,400円
〈4回目以降：24,600円〉

57,600円
〈4回目以降：44,400円〉

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

〈4回目以降：44,400円〉

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１％

〈4回目以降：93,000円〉

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１％

〈4回目以降：140,100円〉

自己負担限度額（月額）所得要件区分
70歳未満の人

70歳から74歳の人入院時食事療養費標準負担額

ア

イ

ウ

エ

オ

基礎控除後の所得
901万円超の世帯

基礎控除後の所得
600万円超～

901万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円超～
600万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円以下の世帯

住民税非課税の世帯

対象

一般（下記以外の人）

1食あたり
の負担額

460円

210円

160円

100円

非課税

（70歳以

上は低所

得者Ⅱ）

90日まで
の入院

過去12か月
で90日を

超える入院

70歳以上で低所得者Ⅰ

※
〈
　
〉
内
は
、
過
去
12
か
月
間
で
４
回
以

上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
の
額

で
す
。

※
70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
所
得
の
申
告

が
な
い
場
合
、
区
分
ア
と
し
て
扱
い
ま
す
。

※
原
則
、
１
つ
の
医
療
機
関
で
支
払
う
１
か

月
の
金
額
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
２

つ
以
上
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
に

は
、
今
ま
で
ど
お
り
高
額
療
養
費
の
申
請
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
特
例
対
象
被
保
険
者
軽
減
措
置
に
該
当
し

た
人
の
世
帯
は
、
負
担
区
分
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

 

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
７

月
31
日
に
有
効
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
の

で
、
新
し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
７
月
末

に
郵
送
交
付
し
ま
す
。

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
自
己
負
担
割
合
を

示
す
も
の
で
す
。
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す

る
と
き
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
割
合
は
令
和

元
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
、
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
は
□本 

国
保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉

課
に
返
却
す
る
か
ご
自
分
で
責
任
を
も
っ
て

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
や
外
来
の
支
払
い
が
限
度
額

ま
で
に
な
る
認
定
証
を
交
付
し
て

い
ま
す

　
市
で
は
、
入
院
や
外
来
で
支
払
う
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定

証
や
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
認
定
証
を
、
申

請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付
さ

れ
て
い
る
認
定
証
は
７
月
31
日
で
有
効
期
限

切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
使
用
す

る
人
は
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し

た
月
の
１
日
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
で
現
役
並
み
Ⅲ
と

一
般
の
区
分
の
人
は
、
高
齢
受
給
者
証
が
認

定
証
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
認
定
証

の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
は
ん
こ（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

・
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
お
持
ち

の
認
定
証

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」（
も
し
く
は

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転
免
許
証
な
ど
の

「
公
的
な
写
真
付
身
分
証
明
」
）

※

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
限

度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
本
市

に
お
い
て
も
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）を

改
正
し
ま
し
た
。

◇
国
保
税
の
算
出
方
法
　
国
保
税
は
「
医
療

保
険
分
」
、
「
後
期
高
齢
者
支
援
分
」
、

「
介
護
保
険
分
」
の
３
区
分
で
構
成
さ
れ
、

各
区
分
の
合
計
が
国
保
税
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
国
保
加
入
世
帯
の
合
計
所

得
、
固
定
資
産
税
額
、
加
入
者
数
な
ど
を
基

に
算
出
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

◇
改
正
の
概
要
　
今
回
の
改
正
の
要
点
は

「
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大
」
と
「
最
高

賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ
」
の
２
点
で

す
。

①
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大

　
国
保
税
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
世
帯
の
合

計
所
得（
軽
減
判
定
時
の
み
国
保
に
加
入
し

て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
ま
れ
ま
す
）

が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
そ
の
所
得
合

計
に
応
じ
て
均
等
割
と
平
等
割
が
７
割
、
５

割
、
２
割
の
割
合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
５
割
と
２

割
の
軽
減
を
判
断
す
る
基
準
額
を
見
直
し
、

対
象
と
な
る
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。（
注

1
）

②
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ

　
国
保
税
を
構
成
す
る
３
区
分
の
う
ち
、
医

療
保
険
分
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）が
２
万

円
引
き
上
げ
ら
れ
63
万
円
に
、
介
護
保
険
分

が
１
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
17
万
円
に
な
り

ま
し
た
。（
注
2
）

※
詳
細
は
７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
今
年
度

の
国
保
税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

税
制
改
正
に
か
か
る

　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

税
制
改
正
に
か
か
る

　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

軽
減
対
象
者
の
拡
大
・
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ

税
務
課
諸
税
証
明
係
（
☎
内
線
１
０
６
２
）

本

図１　国民健康保険税の算出方法

注1　基準所得の計算方法
※世帯主とその世帯の国保加入者の合計所得が次の式で算定した金額以下の場合が対象です。

「5割軽減」の算定額計算方法
33万円＋（国保加入者の数×28万5千円）「28万円」→「28万5千円」に改正

「2割軽減」の算定額計算方法
33万円＋（国保加入者の数×52万円）「51万円」→「52万円」に改正

注2　最高賦課額（限度額）の引き上げ
医療保険分　　　　　61万円→63万円　2万円引き上げ
後期高齢者支援金分　19万円→19万円　引き上げなし
介護保険分　　　　　16万円→17万円　1万円引き上げ
合計額　　　　　　　96万円→99万円　3万円引き上げ

所得割：加入者各個人の前年中の所得－33万円
　　　　（マイナスの場合は０円とする）の合計額 6.7％×

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

▼ ▼ ▼

2.0％ 1.2％

資産割：加入者各個人の土地・家屋の固定資産税の
　　　　合計額 24％× 9％ 5％

均等割：加入者の人数 24,000円×

＝

6,000円 6,000円

平等割：１世帯につき 23,000円 5,000円 4,000円

世帯の国民健康保険税額 医療保険分
後期高齢者
支援金分 介護保険分
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証
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せ
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い
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険
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加
入
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さ
ん
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係
（
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２
１
２
１
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本
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区分

一般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

自己負担限度額（月額）
外来＋入院
（世帯単位）

現役並みⅢ
（課税所得690万円以上）

252,600円＋（総医療費－842,000円）×1％
〈4回目以降：140,100円〉

167,400円＋（総医療費－558,000円）×1％
〈4回目以降：93,000円〉

※18,000円
年間上限144,000円

57,600円
〈4回目以降：44,400円〉

24,600円
15,000円

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上690万円未満）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％
〈4回目以降：44,400円〉

現役並みⅠ
（課税所得145万円以上380万円未満）

外来（個人単位）

8,000円

35,400円
〈4回目以降：24,600円〉

57,600円
〈4回目以降：44,400円〉

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

〈4回目以降：44,400円〉

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１％

〈4回目以降：93,000円〉

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１％

〈4回目以降：140,100円〉

自己負担限度額（月額）所得要件区分
70歳未満の人

70歳から74歳の人入院時食事療養費標準負担額

ア

イ

ウ

エ

オ

基礎控除後の所得
901万円超の世帯

基礎控除後の所得
600万円超～

901万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円超～
600万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円以下の世帯

住民税非課税の世帯

対象

一般（下記以外の人）

1食あたり
の負担額

460円

210円

160円

100円

非課税

（70歳以

上は低所

得者Ⅱ）

90日まで
の入院

過去12か月
で90日を

超える入院

70歳以上で低所得者Ⅰ

※
〈
　
〉
内
は
、
過
去
12
か
月
間
で
４
回
以

上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
の
額

で
す
。

※
70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
所
得
の
申
告

が
な
い
場
合
、
区
分
ア
と
し
て
扱
い
ま
す
。

※
原
則
、
１
つ
の
医
療
機
関
で
支
払
う
１
か

月
の
金
額
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
２

つ
以
上
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
に

は
、
今
ま
で
ど
お
り
高
額
療
養
費
の
申
請
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
特
例
対
象
被
保
険
者
軽
減
措
置
に
該
当
し

た
人
の
世
帯
は
、
負
担
区
分
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

 

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
７

月
31
日
に
有
効
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
の

で
、
新
し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
７
月
末

に
郵
送
交
付
し
ま
す
。

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
自
己
負
担
割
合
を

示
す
も
の
で
す
。
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す

る
と
き
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
割
合
は
令
和

元
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
、
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
は
□本 

国
保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉

課
に
返
却
す
る
か
ご
自
分
で
責
任
を
も
っ
て

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
や
外
来
の
支
払
い
が
限
度
額

ま
で
に
な
る
認
定
証
を
交
付
し
て

い
ま
す

　
市
で
は
、
入
院
や
外
来
で
支
払
う
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定

証
や
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
認
定
証
を
、
申

請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付
さ

れ
て
い
る
認
定
証
は
７
月
31
日
で
有
効
期
限

切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
使
用
す

る
人
は
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し

た
月
の
１
日
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
で
現
役
並
み
Ⅲ
と

一
般
の
区
分
の
人
は
、
高
齢
受
給
者
証
が
認

定
証
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
認
定
証

の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
は
ん
こ（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

・
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
お
持
ち

の
認
定
証

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」（
も
し
く
は

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転
免
許
証
な
ど
の

「
公
的
な
写
真
付
身
分
証
明
」
）

※

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
限

度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
本
市

に
お
い
て
も
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）を

改
正
し
ま
し
た
。

◇
国
保
税
の
算
出
方
法
　
国
保
税
は
「
医
療

保
険
分
」
、
「
後
期
高
齢
者
支
援
分
」
、

「
介
護
保
険
分
」
の
３
区
分
で
構
成
さ
れ
、

各
区
分
の
合
計
が
国
保
税
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
国
保
加
入
世
帯
の
合
計
所

得
、
固
定
資
産
税
額
、
加
入
者
数
な
ど
を
基

に
算
出
し
て
い
ま
す
。（
図
１
）

◇
改
正
の
概
要
　
今
回
の
改
正
の
要
点
は

「
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大
」
と
「
最
高

賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ
」
の
２
点
で

す
。

①
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大

　
国
保
税
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
世
帯
の
合

計
所
得（
軽
減
判
定
時
の
み
国
保
に
加
入
し

て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
ま
れ
ま
す
）

が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
そ
の
所
得
合

計
に
応
じ
て
均
等
割
と
平
等
割
が
７
割
、
５

割
、
２
割
の
割
合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
５
割
と
２

割
の
軽
減
を
判
断
す
る
基
準
額
を
見
直
し
、

対
象
と
な
る
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。（
注

1
）

②
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ

　
国
保
税
を
構
成
す
る
３
区
分
の
う
ち
、
医

療
保
険
分
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）が
２
万

円
引
き
上
げ
ら
れ
63
万
円
に
、
介
護
保
険
分

が
１
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
17
万
円
に
な
り

ま
し
た
。（
注
2
）

※
詳
細
は
７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
今
年
度

の
国
保
税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

税
制
改
正
に
か
か
る

　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

税
制
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正
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る

　国
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健
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保
険
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改
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て

軽
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対
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拡
大
・
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課
額（
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額
）の
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き
上
げ

税
務
課
諸
税
証
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係
（
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内
線
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６
２
）

本

図１　国民健康保険税の算出方法

注1　基準所得の計算方法
※世帯主とその世帯の国保加入者の合計所得が次の式で算定した金額以下の場合が対象です。

「5割軽減」の算定額計算方法
33万円＋（国保加入者の数×28万5千円）「28万円」→「28万5千円」に改正

「2割軽減」の算定額計算方法
33万円＋（国保加入者の数×52万円）「51万円」→「52万円」に改正

注2　最高賦課額（限度額）の引き上げ
医療保険分　　　　　61万円→63万円　2万円引き上げ
後期高齢者支援金分　19万円→19万円　引き上げなし
介護保険分　　　　　16万円→17万円　1万円引き上げ
合計額　　　　　　　96万円→99万円　3万円引き上げ

所得割：加入者各個人の前年中の所得－33万円
　　　　（マイナスの場合は０円とする）の合計額 6.7％×

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

▼ ▼ ▼

2.0％ 1.2％

資産割：加入者各個人の土地・家屋の固定資産税の
　　　　合計額 24％× 9％ 5％

均等割：加入者の人数 24,000円×

＝

6,000円 6,000円

平等割：１世帯につき 23,000円 5,000円 4,000円

世帯の国民健康保険税額 医療保険分
後期高齢者
支援金分 介護保険分
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新
型
コ
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ウ
イ
ル
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感
染
症

緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
市
税
の
税
制
上
の
措
置
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
市
税
の
税
制
上
の
措
置
に
つ
い
て

１
、
中
小
事
業
者
等
が
所
有
す
る
償
却
資
産
お
よ

び
事
業
用
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
な
ど
の
軽
減

措
置
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
事
業
者
に
対

し
て
、
令
和
３
年
度
課
税
に
限
り
、
償
却
資
産
お

よ
び
事
業
用
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
お
よ
び
都

市
計
画
税
の
課
税
標
準
を
2
分
の
1
ま
た
は
ゼ
ロ

と
す
る
軽
減
措
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〇
令
和
3
年
1
月
31
日
ま
で
に
認
定
経
営
革
新
等

支
援
機
関
等（
※
）の
認
定
を
受
け
て
市
に
申
告
し

た
者
に
適
用
し
ま
す
。

（
※
）税
務
、
財
務
な
ど
の
専
門
的
知
識
を
有
し
、
一
定
の

実
務
経
験
を
持
つ
支
援
機
関（
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、

弁
護
士
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
連
合
会
な
ど
）

〇
詳
し
く
は
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〇
償
却
資
産
申
告
書
送
付
の
際
に
も
ご
案
内
を
予

定
し
て
い
ま
す（
12
月
上
旬
頃
予
定
）。

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
市
が
３
年

を
１
期
と
し
て
定
め
る
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
な
ど
の
見
込
み

か
ら
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
の
総
額
を
推
計

し
、
計
画
期
間
中
に
お
い
て
財
政
の
均
衡
を
保
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
10
月
1
日
か
ら
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き

上
げ
に
合
わ
せ
て
、
消
費
税
に
よ
る
公
費
を
投
入

し
て
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の
軽
減
強
化
を
行

う
た
め
、
令
和
２
年
度
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま

す
。

　
改
定
と
な
る
の
は
、
所
得
段
階
が
第
１
段
階
か

ら
第
３
段
階
の
人
で
す
。
改
定
の
内
容
は
下
記
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
４
段
階
か
ら
第
11
段
階
の
人
の
保
険

料
は
従
前
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
額
の
確
認
は
、
介
護
保
険
べ
ん
り
帳

（
平
成
30
〜
32
年
度
）お
よ
び
安
中
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介
護
保

険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

２
、
生
産
性
革
命
の
実
現
に
向
け
た
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も

新
規
に
設
備
投
資
を
行
う
中
小
事
業
者
な
ど
を
支
援
す
る

観
点
か
ら
、
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
先
端
設

備
な
ど
の
対
象
資
産
に
、
一
定
の
事
業
用
家
屋
お
よ
び
構

築
物
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
要
件
を
満
た
し
た
資
産
を
新

規
取
得
し
た
場
合
、
該
当
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
額
が
３
年
間
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す（
設
備
等
導
入
計

画
の
認
定
申
請
に
つ
い
て
は
□松 

地
域
創
造
課
商
工
労
働
係

（
☎
内
線
2
6
2
1
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

３
、
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に

つ
い
て

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
税
率
を
１
％
分
軽
減
す
る
特

例
措
置
を
６
ヶ
月
延
長
し
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に

取
得
し
た
も
の
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

４
、
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
な
ど
し
た

主
催
者
に
対
す
る
払
戻
請
求
権
を
放
棄
し
た
観
客
な
ど
へ

の
寄
附
金
控
除
の
適
用
に
つ
い
て

政
府
の
自
粛
要
請
を
踏
ま
え
て
一
定
の
文
化
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
な
ど
し
た
主
催
者
に
対
し
、
観

客
な
ど
が
入
場
料
な
ど
の
払
戻
し
を
請
求
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
放
棄
し
た
金
額
を
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
し
ま

す
。

５
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
要
件
の
弾
力
化
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
住
宅
建
設

の
遅
延
な
ど
に
よ
っ
て
住
宅
へ
の
入
居
が
遅
れ
た
場
合
で

も
、
期
限
内
に
入
居
し
た
の
と
同
様
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
適
用
要
件
を
弾
力
化
し
ま
す
。

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係
（
☎
内
線
１
１
８
６
）

本

１
・
２
：
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
☎
内
線
１
０
６
７
）

　
３
　
：
　
税
務
課
諸
税
証
明
係
（
☎
内
線
１
０
６
３
）

４
・
５
：
　
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
内
線
１
０
６
４
）

１
〜
５
：
　
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
２
２
）

本本本松

令
和
2
年
2
月
〜
10
月
ま
で

の
連
続
す
る
3
ヶ
月
間
の
売

上
高
が
前
年
の
同
期
間
と
比

べ30
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し

て
い
る
者

50
％
以
上
減
少
し
て
い
る
者

償
却
資
産
お
よ

び
事
業
用
家
屋

に
対
す
る
課
税

標
準
の
特
例
率

2
分
の
1

ゼ
ロ

＜参考＞申請の流れ（法人の場合）【65歳以上の人の介護保険料】（令和2年度）
○中小事業者等であることの確認
　・資本金を登記簿謄本の写し等で確認
　・大企業の子会社でない旨を誓約書で確認
　・性風俗関連特殊営業を行っていない旨を誓約書で確認
○事業収入の減少の確認
　2020年2月～10月までの連続する3月の期間の事業収入が前年同期間と比べ30％or
　50％以上減少していることを会計帳簿等で確認。
○特例対象家屋の居住用・事業用割合の確認
　特例の対象資産について事業用の部分を所得税青色・白色申告決算書、収支内訳書
　等を用いて確認

中小企業者等

認定経営革新等
支援機関等

市町村

①確認依頼 ②確認書発行

③軽減申請

認定経営革新等支援機関等が確認した証明書
及び同機関に提出した書類一式
　1.中小事業者等であること
　2.事業収入が一定程度落ちこんでいること
　3.事業の用に供している資産であること

注：特殊な償却資産（二以上の市町村に
またがるものなど）については、総務大
臣または道府県知事に申請する必要があ
る（家屋は常に市町村に申請）

※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金など）の収入額
で、非課税となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれません。
※所得金額とは、前年（令和元年度）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所得控除
額、年金の場合には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除（扶養控除や社会保険
料控除など）をする前の金額です。

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

対象となる人

・生活保護受給者
・世帯全員が住民税非課税で、本人が老
齢福祉年金受給者
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課
税年金収入額と合計所得金額の合計が
80万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課
税年金収入額と合計所得金額の合計が
80万円超120万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課
税年金収入額と合計所得金額の合計が
120万円超の人

保険料（年額）
改定前

（基準額×0.375）
26,600円

（基準額×0.625）
44,300円

（基準額×0.725）
51,400円

保険料（年額）
改定後

（基準額×0.30）
21,300円

（基準額×0.50）
35,400円

（基準額×0.70）
49,600円

【低所得者の保険料軽減について】
介護保険法の改正により、消費税による公費を投入して低所得者の保険料軽減を行う仕組
みが設けられています。平成27年度から第1段階の保険料軽減が行われ、昨年度（令和元年
度）は、消費税の増税分を財源とした負担軽減措置が段階的におこなわれ、今年度（令和2年
度）においては、完全実施されます。軽減内容の詳細は、例規の改正などが整い次第、おし
らせします。

中小企業庁HPより



2020年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111 67

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
市
税
の
税
制
上
の
措
置
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
市
税
の
税
制
上
の
措
置
に
つ
い
て

１
、
中
小
事
業
者
等
が
所
有
す
る
償
却
資
産
お
よ

び
事
業
用
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
な
ど
の
軽
減

措
置
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
事
業
者
に
対

し
て
、
令
和
３
年
度
課
税
に
限
り
、
償
却
資
産
お

よ
び
事
業
用
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
お
よ
び
都

市
計
画
税
の
課
税
標
準
を
2
分
の
1
ま
た
は
ゼ
ロ

と
す
る
軽
減
措
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〇
令
和
3
年
1
月
31
日
ま
で
に
認
定
経
営
革
新
等

支
援
機
関
等（
※
）の
認
定
を
受
け
て
市
に
申
告
し

た
者
に
適
用
し
ま
す
。

（
※
）税
務
、
財
務
な
ど
の
専
門
的
知
識
を
有
し
、
一
定
の

実
務
経
験
を
持
つ
支
援
機
関（
税
理
士
、
公
認
会
計
士
、

弁
護
士
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
連
合
会
な
ど
）

〇
詳
し
く
は
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

〇
償
却
資
産
申
告
書
送
付
の
際
に
も
ご
案
内
を
予

定
し
て
い
ま
す（
12
月
上
旬
頃
予
定
）。

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
市
が
３
年

を
１
期
と
し
て
定
め
る
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
な
ど
の
見
込
み

か
ら
保
険
給
付
に
要
す
る
費
用
の
総
額
を
推
計

し
、
計
画
期
間
中
に
お
い
て
財
政
の
均
衡
を
保
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和

元
年
10
月
1
日
か
ら
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き

上
げ
に
合
わ
せ
て
、
消
費
税
に
よ
る
公
費
を
投
入

し
て
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の
軽
減
強
化
を
行

う
た
め
、
令
和
２
年
度
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま

す
。

　
改
定
と
な
る
の
は
、
所
得
段
階
が
第
１
段
階
か

ら
第
３
段
階
の
人
で
す
。
改
定
の
内
容
は
下
記
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
４
段
階
か
ら
第
11
段
階
の
人
の
保
険

料
は
従
前
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
額
の
確
認
は
、
介
護
保
険
べ
ん
り
帳

（
平
成
30
〜
32
年
度
）お
よ
び
安
中
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介
護
保

険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

２
、
生
産
性
革
命
の
実
現
に
向
け
た
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も

新
規
に
設
備
投
資
を
行
う
中
小
事
業
者
な
ど
を
支
援
す
る

観
点
か
ら
、
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
先
端
設

備
な
ど
の
対
象
資
産
に
、
一
定
の
事
業
用
家
屋
お
よ
び
構

築
物
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
要
件
を
満
た
し
た
資
産
を
新

規
取
得
し
た
場
合
、
該
当
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
額
が
３
年
間
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す（
設
備
等
導
入
計

画
の
認
定
申
請
に
つ
い
て
は
□松 

地
域
創
造
課
商
工
労
働
係

（
☎
内
線
2
6
2
1
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

３
、
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長
に

つ
い
て

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
税
率
を
１
％
分
軽
減
す
る
特

例
措
置
を
６
ヶ
月
延
長
し
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に

取
得
し
た
も
の
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

４
、
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
な
ど
し
た

主
催
者
に
対
す
る
払
戻
請
求
権
を
放
棄
し
た
観
客
な
ど
へ

の
寄
附
金
控
除
の
適
用
に
つ
い
て

政
府
の
自
粛
要
請
を
踏
ま
え
て
一
定
の
文
化
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
な
ど
し
た
主
催
者
に
対
し
、
観

客
な
ど
が
入
場
料
な
ど
の
払
戻
し
を
請
求
し
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
放
棄
し
た
金
額
を
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
し
ま

す
。

５
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
要
件
の
弾
力
化
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
住
宅
建
設

の
遅
延
な
ど
に
よ
っ
て
住
宅
へ
の
入
居
が
遅
れ
た
場
合
で

も
、
期
限
内
に
入
居
し
た
の
と
同
様
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
適
用
要
件
を
弾
力
化
し
ま
す
。

介
護
高
齢
課
介
護
保
険
係
（
☎
内
線
１
１
８
６
）

本

１
・
２
：
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
☎
内
線
１
０
６
７
）

　
３
　
：
　
税
務
課
諸
税
証
明
係
（
☎
内
線
１
０
６
３
）

４
・
５
：
　
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
内
線
１
０
６
４
）

１
〜
５
：
　
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
２
２
）

本本本松

令
和
2
年
2
月
〜
10
月
ま
で

の
連
続
す
る
3
ヶ
月
間
の
売

上
高
が
前
年
の
同
期
間
と
比

べ30
％
以
上
50
％
未
満
減
少
し

て
い
る
者

50
％
以
上
減
少
し
て
い
る
者

償
却
資
産
お
よ

び
事
業
用
家
屋

に
対
す
る
課
税

標
準
の
特
例
率

2
分
の
1

ゼ
ロ

＜参考＞申請の流れ（法人の場合）【65歳以上の人の介護保険料】（令和2年度）
○中小事業者等であることの確認
　・資本金を登記簿謄本の写し等で確認
　・大企業の子会社でない旨を誓約書で確認
　・性風俗関連特殊営業を行っていない旨を誓約書で確認
○事業収入の減少の確認
　2020年2月～10月までの連続する3月の期間の事業収入が前年同期間と比べ30％or
　50％以上減少していることを会計帳簿等で確認。
○特例対象家屋の居住用・事業用割合の確認
　特例の対象資産について事業用の部分を所得税青色・白色申告決算書、収支内訳書
　等を用いて確認

中小企業者等

認定経営革新等
支援機関等

市町村

①確認依頼 ②確認書発行

③軽減申請

認定経営革新等支援機関等が確認した証明書
及び同機関に提出した書類一式
　1.中小事業者等であること
　2.事業収入が一定程度落ちこんでいること
　3.事業の用に供している資産であること

注：特殊な償却資産（二以上の市町村に
またがるものなど）については、総務大
臣または道府県知事に申請する必要があ
る（家屋は常に市町村に申請）

※課税年金収入額とは、住民税の課税対象となる年金（国民年金、厚生年金など）の収入額
で、非課税となる年金（障害年金、遺族年金など）は含まれません。
※所得金額とは、前年（令和元年度）中の収入から必要経費（給与の場合には給与所得控除
額、年金の場合には公的年金等控除額）を控除した金額で、所得控除（扶養控除や社会保険
料控除など）をする前の金額です。

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

対象となる人

・生活保護受給者
・世帯全員が住民税非課税で、本人が老
齢福祉年金受給者
・世帯全員が住民税非課税で、本人の課
税年金収入額と合計所得金額の合計が
80万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課
税年金収入額と合計所得金額の合計が
80万円超120万円以下の人

・世帯全員が住民税非課税で、本人の課
税年金収入額と合計所得金額の合計が
120万円超の人

保険料（年額）
改定前

（基準額×0.375）
26,600円

（基準額×0.625）
44,300円

（基準額×0.725）
51,400円

保険料（年額）
改定後

（基準額×0.30）
21,300円

（基準額×0.50）
35,400円

（基準額×0.70）
49,600円

【低所得者の保険料軽減について】
介護保険法の改正により、消費税による公費を投入して低所得者の保険料軽減を行う仕組
みが設けられています。平成27年度から第1段階の保険料軽減が行われ、昨年度（令和元年
度）は、消費税の増税分を財源とした負担軽減措置が段階的におこなわれ、今年度（令和2年
度）においては、完全実施されます。軽減内容の詳細は、例規の改正などが整い次第、おし
らせします。

中小企業庁HPより



　
市
で
は
令
和
２
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。                                                                 

　
採
用
年
月
日
は
令
和
３
年
４
月
１
日
で

す
。
所
定
の
申
込
用
紙
を
７
月
１
日（
水
）か

ら
□本 

総
合
案
内
、
秘
書
課
お
よ
び
□松 
総
務
管

理
課
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
試
験
案
内
に
記
載
し
て
あ
る
必
要
書

類
を
添
え
て
□本 

秘
書
課
人
事
研
修
係
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
条
件
な
ど
に
つ

い
て
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

配
布
開
始
▼
７
月
１
日（
水
）

受
付
期
間
▼
７
月
13
日（
月
）〜
31
日（
金
）

募
集
職
種
▼

一
般
試
験（
中
級
）、
社
会
人
経
験
者
採
用
試

験
、
就
職
氷
河
期
世
代
採
用
試
験
。

一
般
試
験（
初
級
）お
よ
び
障
害
者
採
用
試
験

（
初
級
・
中
級
）の
募
集
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
8
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

受
験
資
格
▼
下
表
の
と
お
り

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
試
験
に
係
る
日
程

を
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

先
輩
職
員
か
ら
の

　メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す

　
市
の
業
務
は
、
戸
籍
・
住
民
登
録
な
ど
の

市
民
生
活
に
密
着
し
た
仕
事
か
ら
、
総
務
、

企
画
な
ど
市
政
運
営
に
携
わ
る
仕
事
ま
で
、

幅
広
い
職
務
に
従
事
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
市
の
職
員
を
目
指
す
皆
さ
ん

に
、
行
政
に
従
事
す
る
先
輩

職
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介

し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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3. 社会人経験者採用試験
受験資格

昭和50年4月2日以降に生まれた人で、主任介護支援
専門員または介護支援専門員の資格を有する人。介
護支援専門員については、経験が5年以上あり主任介
護支援専門員の資格取得が可能な人

（令和3年4月1日時点で45歳以下）

昭和63年4月2日以降に生まれた人で、土木系学科を
卒業し、民間企業などで実務経験があり、培われた
知識や経験を市政に活かそうという意欲がある人

（令和3年4月1日時点で32歳以下）

第1次試験
9月20日（日）

第2次試験
10月中旬

第3次試験
11月中旬

採用予定
人員

社会人基礎試験
職務適応検査
作文

専門試験
性格特性検査
作文

第3次試験
11月中旬

採用予定
人員

1. 一般試験（中級）

5. 障害者採用試験

事
務
職
・
技
師
職

保健師

受験資格
試験
区分

試験
職種

中級
試験

平成4年4月2日から平成13年4月1日までに生
まれた人で、短期大学卒業以上（令和3年3月卒
業見込みを含む）または同等の資格があると認
められる人

（令和3年4月1日時点で20歳～28歳）
昭和63年4月2日以降に生まれた人で、保健師
の資格を有する人または令和3年3月31日まで
に取得見込みの人

（令和3年4月1日時点で32歳以下）

第1次試験
9月20日（日）

第2次試験
10月中旬

教養試験
性格特性検査
作文

専門試験
性格特性検査
作文

管理栄養士

平成4年4月2日以降に生まれた人で、管理栄養
士の資格を有する人または令和3年3月31日ま
でに取得見込みの人

（令和3年4月1日時点で28歳以下）

専門試験
性格特性検査
作文

事
務
職

秘
書
課
人
事
研
修
係
（
☎
内
線
１
０
３
０
）

本
ディスカッ
ション

面接
健康診断

初級・中級
合わせて
10人程度

初級・中級
合わせて
10人程度

若干名

若干名

第3次試験
未定

採用予定
人員

2. 一般試験（初級）

事
務
職
・
技
師
職

受験資格
試験
区分

試験
職種

初級
試験

平成10年4月2日から平成15年4月1日までに
生まれた人で、高等学校卒業（令和3年3月卒業
見込みを含む）の人

（令和3年4月1日時点で18歳～22歳）

第1次試験
10月18日（日）

第2次試験
未定

教養試験
性格特性検査
作文

ディスカッ
ション

面接
健康診断

ディスカッ
ション

面接
健康診断

若干名

若干名

若干名

昭和63年4月2日以降に生まれた人で、二級建築士以
上の資格を有し、民間企業などで実務経験があり、
培われた知識や経験を市政に活かそうという意欲が
ある人

（令和3年4月1日時点で32歳以下）

専門試験
性格特性検査
作文

受験資格

昭和50年4月2日から平成15年
4月1日までに生まれた人で、高
等学校卒業（令和3年3月卒業見
込みを含む）の人

（令和3年4月1日時点で18歳～
45歳）

次のすべてに該当
する人
① 身 体 障 害 者 手
帳、療育手帳また
は精神障害者保健
福祉手帳の交付を
受けている人
②活字印刷（文字
の大きさについて
は、試験案内と同
程度）による筆記
試験に対応できる
人

昭和50年4月2日から平成13年
4月1日までに生まれた人で、短
期大学卒業以上（令和3年3月卒
業見込みを含む）または同等の
資格があると認められる人

（令和3年4月1日時点で20歳～
45歳）

第1次試験
10月18日（日）

第2次試験
未定

第3次試験
未定

採用予定
人員

教養試験
性格特性検査
作文

教養試験
性格特性検査
作文

ディスカッ
ション

面接
健康診断

若干名

試験職種

試験
区分

試験
職種

初級
試験

中級
試験

4. 就職氷河期世代採用試験

事
務
職
・
技
師
職

受験資格

昭和49年4月2日から昭和61
年4月1日までに生まれた人
で、高等学校卒業の人

（令和3年4月1日時点で35歳
～46歳）

令和2年7月13日以
前1年間に正規雇用
労働者（注）として雇
用されていない者、
かつ、令和2年7月
13日以前5年間に正
規雇用労働者として
の雇用期間が通算1
年以下の者。

（注）正規雇用労働者
の定義については、
試験案内にてご確認
ください。

昭和45年4月2日から昭和57
年4月1日までに生まれた人
で、短期大学卒業以上、また
は同等の資格があると認めら
れる人

（令和3年4月1日時点で39歳
～50歳）

第1次試験
9月20日（日）

第2次試験
10月中旬

第3次試験
11月中旬

採用予定
人員

社会人基礎試験
職務適応検査
作文

社会人基礎試験
職務適応検査
作文

ディスカッ
ション

面接
健康診断

若干名

試験
区分

試験
職種

初級
試験

中級
試験

主任介護支
援専門員

（介護支援
専門員）

土木技術

建築士

令和2年度新規採用職員



　
市
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和
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度
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用
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験
を

次
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と
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り
行
い
ま
す
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採
用
年
月
日
は
令
和
３
年
４
月
１
日
で

す
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所
定
の
申
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用
紙
を
７
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１
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水
）か

ら
□本 

総
合
案
内
、
秘
書
課
お
よ
び
□松 

総
務
管

理
課
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
試
験
案
内
に
記
載
し
て
あ
る
必
要
書

類
を
添
え
て
□本 

秘
書
課
人
事
研
修
係
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
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は
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。

　
ま
た
、
郵
送
を
希
望
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る
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は
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く
か
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ム
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を
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だ
さ
い
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水
）

受
付
期
間
▼
７
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13
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月
）〜
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金
）

募
集
職
種
▼

一
般
試
験（
中
級
）、
社
会
人
経
験
者
採
用
試

験
、
就
職
氷
河
期
世
代
採
用
試
験
。

一
般
試
験（
初
級
）お
よ
び
障
害
者
採
用
試
験

（
初
級
・
中
級
）の
募
集
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
広
報
8
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

受
験
資
格
▼
下
表
の
と
お
り

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
試
験
に
係
る
日
程

を
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

先
輩
職
員
か
ら
の
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ッ
セ
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ジ
を
紹
介
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ま
す

　
市
の
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務
は
、
戸
籍
・
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ど
の

市
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生
活
に
密
着
し
た
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事
か
ら
、
総
務
、

企
画
な
ど
市
政
運
営
に
携
わ
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仕
事
ま
で
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幅
広
い
職
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に
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ま
す
。

　
こ
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ら
市
の
職
員
を
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政
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介
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く
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さ
い
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安
中
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

安
中
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
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3. 社会人経験者採用試験
受験資格

昭和50年4月2日以降に生まれた人で、主任介護支援
専門員または介護支援専門員の資格を有する人。介
護支援専門員については、経験が5年以上あり主任介
護支援専門員の資格取得が可能な人

（令和3年4月1日時点で45歳以下）

昭和63年4月2日以降に生まれた人で、土木系学科を
卒業し、民間企業などで実務経験があり、培われた
知識や経験を市政に活かそうという意欲がある人

（令和3年4月1日時点で32歳以下）

第1次試験
9月20日（日）

第2次試験
10月中旬

第3次試験
11月中旬

採用予定
人員

社会人基礎試験
職務適応検査
作文

専門試験
性格特性検査
作文

第3次試験
11月中旬

採用予定
人員

1. 一般試験（中級）

5. 障害者採用試験

事
務
職
・
技
師
職

保健師

受験資格
試験
区分

試験
職種

中級
試験

平成4年4月2日から平成13年4月1日までに生
まれた人で、短期大学卒業以上（令和3年3月卒
業見込みを含む）または同等の資格があると認
められる人

（令和3年4月1日時点で20歳～28歳）
昭和63年4月2日以降に生まれた人で、保健師
の資格を有する人または令和3年3月31日まで
に取得見込みの人

（令和3年4月1日時点で32歳以下）

第1次試験
9月20日（日）

第2次試験
10月中旬

教養試験
性格特性検査
作文

専門試験
性格特性検査
作文

管理栄養士

平成4年4月2日以降に生まれた人で、管理栄養
士の資格を有する人または令和3年3月31日ま
でに取得見込みの人

（令和3年4月1日時点で28歳以下）

専門試験
性格特性検査
作文

事
務
職

秘
書
課
人
事
研
修
係
（
☎
内
線
１
０
３
０
）

本
ディスカッ
ション

面接
健康診断

初級・中級
合わせて
10人程度

初級・中級
合わせて
10人程度

若干名

若干名

第3次試験
未定

採用予定
人員

2. 一般試験（初級）

事
務
職
・
技
師
職

受験資格
試験
区分

試験
職種

初級
試験

平成10年4月2日から平成15年4月1日までに
生まれた人で、高等学校卒業（令和3年3月卒業
見込みを含む）の人

（令和3年4月1日時点で18歳～22歳）

第1次試験
10月18日（日）

第2次試験
未定

教養試験
性格特性検査
作文

ディスカッ
ション

面接
健康診断

ディスカッ
ション

面接
健康診断

若干名

若干名

若干名

昭和63年4月2日以降に生まれた人で、二級建築士以
上の資格を有し、民間企業などで実務経験があり、
培われた知識や経験を市政に活かそうという意欲が
ある人

（令和3年4月1日時点で32歳以下）

専門試験
性格特性検査
作文

受験資格

昭和50年4月2日から平成15年
4月1日までに生まれた人で、高
等学校卒業（令和3年3月卒業見
込みを含む）の人

（令和3年4月1日時点で18歳～
45歳）

次のすべてに該当
する人
① 身 体 障 害 者 手
帳、療育手帳また
は精神障害者保健
福祉手帳の交付を
受けている人
②活字印刷（文字
の大きさについて
は、試験案内と同
程度）による筆記
試験に対応できる
人

昭和50年4月2日から平成13年
4月1日までに生まれた人で、短
期大学卒業以上（令和3年3月卒
業見込みを含む）または同等の
資格があると認められる人

（令和3年4月1日時点で20歳～
45歳）

第1次試験
10月18日（日）

第2次試験
未定

第3次試験
未定

採用予定
人員

教養試験
性格特性検査
作文

教養試験
性格特性検査
作文

ディスカッ
ション

面接
健康診断

若干名

試験職種

試験
区分

試験
職種

初級
試験

中級
試験

4. 就職氷河期世代採用試験

事
務
職
・
技
師
職

受験資格

昭和49年4月2日から昭和61
年4月1日までに生まれた人
で、高等学校卒業の人

（令和3年4月1日時点で35歳
～46歳）

令和2年7月13日以
前1年間に正規雇用
労働者（注）として雇
用されていない者、
かつ、令和2年7月
13日以前5年間に正
規雇用労働者として
の雇用期間が通算1
年以下の者。

（注）正規雇用労働者
の定義については、
試験案内にてご確認
ください。

昭和45年4月2日から昭和57
年4月1日までに生まれた人
で、短期大学卒業以上、また
は同等の資格があると認めら
れる人

（令和3年4月1日時点で39歳
～50歳）

第1次試験
9月20日（日）

第2次試験
10月中旬

第3次試験
11月中旬

採用予定
人員

社会人基礎試験
職務適応検査
作文

社会人基礎試験
職務適応検査
作文

ディスカッ
ション

面接
健康診断

若干名

試験
区分

試験
職種

初級
試験

中級
試験

主任介護支
援専門員

（介護支援
専門員）

土木技術

建築士

令和2年度新規採用職員



試
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求

●
直
接
請
求
の
場
合

【
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
・
消
防
署
・
分

署
】
・
【
□本 

・
□松 

】
で
配
布
し
ま
す
。

●
郵
送
請
求
の
場
合

本
人
の
住
所
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒

（
角
型
2
号
）に
1
4
0
円
切
手
を
貼
っ
た
も

の
を
同
封
の
う
え
、
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
郵
送
す
る
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

試
験
案
内
請
求
」と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合

消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://ted.city.

takasaki.gunm
a.jp/shoubou/recruit.htm

l)

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

郵
送
先
・
問
合
せ
▼

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課

〒
3
7
0

－

０
８
６
１

高
崎
市
八
千
代
町
一
丁
目
13

－
10

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－
2
3
9
3
）
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令
和
２
年
度
　
高
崎
市
・
安
中
市
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
　
高
崎
市
・
安
中
市
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ
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高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課
（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
３
９
３
）

平成3年4月2日から平成11年
4月1日までに生まれた人で、
学校教育法による大学を卒業
または令和3年3月までに卒業
見込みの人
［ただし、平成11年4月2日
以降に生まれた人で学校教育
法による大学を卒業した人
（令和3年3月までに卒業見込
みを含む）またはこれと同等
の資格を有すると認められる
人は受験することができます］

平成3年4月2日から平成13年
4月1日までに生まれた人で、
学校教育法による短期大学、
高等専門学校もしくは専修学
校専門課程（修業年限が2年以
上で、かつ1,600時間以上の
履修を義務づけている課程）
を卒業または令和3年3月まで
に卒業見込みの人
［ただし、学校教育法による
大学を卒業した人（令和3年3
月卒業見込みを含む）または
これと同等の資格を有すると
認められる人は受験できませ
ん］

平成3年4月2日から平成15年
4月1日までに生まれた人で、
学校教育法による高等学校を
卒業もしくは令和3年3月まで
に卒業見込みの人またはこれ
と同等の資格を有する人
［ただし、学校教育法による
大学もしくは短期大学を卒業
した人（令和3年3月卒業見込
みを含む）またはこれらと同
等の資格を有すると認められ
る人は受験できません］

安
中
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　推
進
委
員
会
委
員
長

安
中
市
長

　茂 

木 

英 

子

　
法
務
省
主
唱
の
『
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
』
が
7
月
1
日
か
ら
1
か
月
間
を
強

調
月
間
と
し
て
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま

す
。
今
年
で
70
回
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。
ま
た
、
安
中
市
に
お
い
て

も
、
今
年
度
に
再
犯
防
止
推
進
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　
犯
罪
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
、
何
よ
り
も

新
た
な
被
害
者
を
生
ま
な
い
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
方
に
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
御
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

重
点
事
項

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら
排

除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再
び
受
け

入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
に
向
け
、
以
下

の
5
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
ま
し
た
。

○
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支

え
、
再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

更
生
保
護
の
活
動
に
つ
い
て
、
広
く
知
っ
て

も
ら
い
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
取

組○
保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
会
、
B
B
S
会

員
、
協
力
雇
用
主
等
の
更
生
保
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
な
り
手
を
増
や
す
た
め
の
取
組

○
犯
罪
や
非
行
の
防
止
や
、
犯
罪
や
非
行
を

し
た
人
の
立
ち
直
り
に
は
様
々
な
協
力
の
方

法
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
多
く
の
人
に
支
え

手
と
し
て
加
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組

○
民
間
協
力
者
と
地
方
公
共
団
体
と
国
と
の

連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
が
、
仕
事
、
居
住
、
教
育
、
保
健
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
し
必
要
な
支
援
を

受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
る
取
組

○
犯
罪
や
非
行
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
若
い

人
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
期
す
る
取
組

安
中
市
の
活
動
状
況
お
よ
び
予
定

・
第
70
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
安

中
市
推
進
委
員
会（
書
面
表
決
に
よ
り
実
施
）

・
募
金
活
動
の
実
施（
7
月
1
日
か
ら
9
月

30
日
）

・
薬
物
乱
用
防
止
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
実

施
未
定
）

・
中
学
校
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
9
月
、
11

月
、
12
月
）

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
の
募
集
・

審
査
会（
７
〜
９
月
）〈
小
・
中
学
校
対
象
〉

第
69
回
募
金
結
果
報
告

　
昨
年
7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
３
カ

月
に
わ
た
り
実
施
し
た
、
第
69
回
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
募
金
活
動
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多
大

な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
浄
財
は
、
更
生
保
護
施
設
や
自
主
準

備
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
や
し
お
り
人
形
作
成
・

配
布
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
同
運

動
の
事
業
費
と
し
て
、
保
護
司
会
、
更
生
保

護
女
性
会
、
協
力
事
業
主
会
、
各
地
域
の
活

動
費
と
し
て
配
分
し
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
対
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
31
年
度
分
）

※
前
年
度
繰
越
金
３
７
，
１
７
４
円
を
含

む
。

※
地
域
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
の
ご
支
援
・

ご
協
力
に
よ
り
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
浄
財
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当

地
区
の
保
護
観
察
事
件
数
は
前
年
よ
り
横
ば

い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
中
保
護
区
保
護
司
会
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
安
中
（
☎
０
２
７

－

３
２
９

－

７
１
０
０
）

主
唱

　法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

主
唱

　法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

運
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
機
関
・

団
体
名

安
中
市

安
中
市
議
会
　

安
中
市
教
育
委
員
会

安
中
市
区
長
会

安
中
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会

安
中
地
区
更
生
保
護
女
性
会

安
中
地
区
協
力
事
業
主
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会
更
生
保
護
活
動
支
援

機
構

安
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

安
中
市
内
関
係
機
関
団
体
な
ど

（
順
不
同
）

使
　
途

14
地
区
支
部
助
成
金

更
生
3
団
体
活
動
配
分
金

学
校
対
象
広
報
活
動
費

一
般
対
象
広
報
活
動
費

（
う
ち
わ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
）

一
般
事
務
費

（
用
紙
代
、
郵
便
代
）

次
年
度
繰
越
金

合
計

金
額（
円
）

６
４
１
，
９
４
４

６
８
０
，
０
０
０

６
４
６
，
１
１
４

１
６
５
，
７
７
０

3
0
，
7
5
5

３
２
，
３
１
８

２
，
１
９
６
，
９
０
１

保
護
観
察
少
年

（
１
号
観
察
）

少
年
院
仮
退
院
者

（
２
号
観
察
） 

仮
出
所
者

（
３
号
観
察
）

保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者

（
４
号
観
察
）

　
　
　
小
計

　
　
　
刑
務
所

　
　
　
少
年
院

　
　
　
小
計

　
　
　
総
計

保
護
司
一
人
当
た
り
の
担
当
数

環境調整 安
中
市
保
護
区
保
護
観
察
対
象
者
調
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
：
人
）

R
23０011０1124 13 100.67

Ｈ
31２０019０1932 13 110.84

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況によっては、試験に係る日程を延期する場合があります。

学歴区分 試験
区分

採用予定
人員

受験資格
試験日程

第2次試験第1次試験
申込期間試験案内

配布開始

大学

短大（2年
以上の専
門学校を

含む）

高校

消防職 13人

試験日
10月下旬
結果通知
発送日
11月中旬

試験日
9月20日
（日）
結果通知
発送日
10月上旬

8月3日
（月）から
8月7日
（金）まで

未定

試験日
10月18日
（日）
結果通知
発送日
11月上旬

9月7日
（月）から
9月11日
（金）まで

7月1日
（水）

本



試
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求

●
直
接
請
求
の
場
合

【
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
・
消
防
署
・
分

署
】
・
【
□本 

・
□松 

】
で
配
布
し
ま
す
。

●
郵
送
請
求
の
場
合

本
人
の
住
所
氏
名
を
記
入
し
た
返
信
用
封
筒

（
角
型
2
号
）に
1
4
0
円
切
手
を
貼
っ
た
も

の
を
同
封
の
う
え
、
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
郵
送
す
る
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

試
験
案
内
請
求
」と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合

消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://ted.city.

takasaki.gunm
a.jp/shoubou/recruit.htm

l)

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

郵
送
先
・
問
合
せ
▼

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課

〒
3
7
0

－

０
８
６
１

高
崎
市
八
千
代
町
一
丁
目
13

－

10

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

2
3
9
3
）

2020年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

令
和
２
年
度
　
高
崎
市
・
安
中
市
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
　
高
崎
市
・
安
中
市
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

1011

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課
（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
３
９
３
）

平成3年4月2日から平成11年
4月1日までに生まれた人で、
学校教育法による大学を卒業
または令和3年3月までに卒業
見込みの人
［ただし、平成11年4月2日
以降に生まれた人で学校教育
法による大学を卒業した人
（令和3年3月までに卒業見込
みを含む）またはこれと同等
の資格を有すると認められる
人は受験することができます］

平成3年4月2日から平成13年
4月1日までに生まれた人で、
学校教育法による短期大学、
高等専門学校もしくは専修学
校専門課程（修業年限が2年以
上で、かつ1,600時間以上の
履修を義務づけている課程）
を卒業または令和3年3月まで
に卒業見込みの人
［ただし、学校教育法による
大学を卒業した人（令和3年3
月卒業見込みを含む）または
これと同等の資格を有すると
認められる人は受験できませ
ん］

平成3年4月2日から平成15年
4月1日までに生まれた人で、
学校教育法による高等学校を
卒業もしくは令和3年3月まで
に卒業見込みの人またはこれ
と同等の資格を有する人
［ただし、学校教育法による
大学もしくは短期大学を卒業
した人（令和3年3月卒業見込
みを含む）またはこれらと同
等の資格を有すると認められ
る人は受験できません］

安
中
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　推
進
委
員
会
委
員
長

安
中
市
長

　茂 

木 

英 

子

　
法
務
省
主
唱
の
『
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
』
が
7
月
1
日
か
ら
1
か
月
間
を
強

調
月
間
と
し
て
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま

す
。
今
年
で
70
回
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。
ま
た
、
安
中
市
に
お
い
て

も
、
今
年
度
に
再
犯
防
止
推
進
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　
犯
罪
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
、
何
よ
り
も

新
た
な
被
害
者
を
生
ま
な
い
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
方
に
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
御
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

重
点
事
項

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら
排

除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再
び
受
け

入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現
に
向
け
、
以
下

の
5
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
ま
し
た
。

○
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支

え
、
再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

更
生
保
護
の
活
動
に
つ
い
て
、
広
く
知
っ
て

も
ら
い
、
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
取

組○
保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
会
、
B
B
S
会

員
、
協
力
雇
用
主
等
の
更
生
保
護
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
な
り
手
を
増
や
す
た
め
の
取
組

○
犯
罪
や
非
行
の
防
止
や
、
犯
罪
や
非
行
を

し
た
人
の
立
ち
直
り
に
は
様
々
な
協
力
の
方

法
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
多
く
の
人
に
支
え

手
と
し
て
加
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組

○
民
間
協
力
者
と
地
方
公
共
団
体
と
国
と
の

連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
が
、
仕
事
、
居
住
、
教
育
、
保
健
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
し
必
要
な
支
援
を

受
け
や
す
く
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
る
取
組

○
犯
罪
や
非
行
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
若
い

人
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
期
す
る
取
組

安
中
市
の
活
動
状
況
お
よ
び
予
定

・
第
70
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
安

中
市
推
進
委
員
会（
書
面
表
決
に
よ
り
実
施
）

・
募
金
活
動
の
実
施（
7
月
1
日
か
ら
9
月

30
日
）

・
薬
物
乱
用
防
止
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
実

施
未
定
）

・
中
学
校
薬
物
乱
用
防
止
教
室（
9
月
、
11

月
、
12
月
）

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
の
募
集
・

審
査
会（
７
〜
９
月
）〈
小
・
中
学
校
対
象
〉

第
69
回
募
金
結
果
報
告

　
昨
年
7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
３
カ

月
に
わ
た
り
実
施
し
た
、
第
69
回
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
募
金
活
動
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多
大

な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
浄
財
は
、
更
生
保
護
施
設
や
自
主
準

備
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
や
し
お
り
人
形
作
成
・

配
布
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
同
運

動
の
事
業
費
と
し
て
、
保
護
司
会
、
更
生
保

護
女
性
会
、
協
力
事
業
主
会
、
各
地
域
の
活

動
費
と
し
て
配
分
し
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
対
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
31
年
度
分
）

※
前
年
度
繰
越
金
３
７
，
１
７
４
円
を
含

む
。

※
地
域
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
の
ご
支
援
・

ご
協
力
に
よ
り
、
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
浄
財
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当

地
区
の
保
護
観
察
事
件
数
は
前
年
よ
り
横
ば

い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

安
中
保
護
区
保
護
司
会
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
安
中
（
☎
０
２
７

－

３
２
９

－

７
１
０
０
）

主
唱

　法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

主
唱

　法
務
省

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

運
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
機
関
・

団
体
名

安
中
市

安
中
市
議
会
　

安
中
市
教
育
委
員
会

安
中
市
区
長
会

安
中
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会

安
中
地
区
更
生
保
護
女
性
会

安
中
地
区
協
力
事
業
主
会

安
中
保
護
区
保
護
司
会
更
生
保
護
活
動
支
援

機
構

安
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

安
中
市
内
関
係
機
関
団
体
な
ど

（
順
不
同
）

使
　
途

14
地
区
支
部
助
成
金

更
生
3
団
体
活
動
配
分
金

学
校
対
象
広
報
活
動
費

一
般
対
象
広
報
活
動
費

（
う
ち
わ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
）

一
般
事
務
費

（
用
紙
代
、
郵
便
代
）

次
年
度
繰
越
金

合
計

金
額（
円
）

６
４
１
，
９
４
４

６
８
０
，
０
０
０

６
４
６
，
１
１
４

１
６
５
，
７
７
０

3
0
，
7
5
5

３
２
，
３
１
８

２
，
１
９
６
，
９
０
１

保
護
観
察
少
年

（
１
号
観
察
）

少
年
院
仮
退
院
者

（
２
号
観
察
） 

仮
出
所
者

（
３
号
観
察
）

保
護
観
察
付
執
行
猶
予
者

（
４
号
観
察
）

　
　
　
小
計

　
　
　
刑
務
所

　
　
　
少
年
院

　
　
　
小
計

　
　
　
総
計

保
護
司
一
人
当
た
り
の
担
当
数

環境調整 安
中
市
保
護
区
保
護
観
察
対
象
者
調
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
：
人
）

R
23０011０1124 13 100.67

Ｈ
31２０019０1932 13 110.84

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況によっては、試験に係る日程を延期する場合があります。

学歴区分 試験
区分

採用予定
人員

受験資格
試験日程

第2次試験第1次試験
申込期間試験案内

配布開始

大学

短大（2年
以上の専
門学校を

含む）

高校

消防職 13人

試験日
10月下旬
結果通知
発送日
11月中旬

試験日
9月20日
（日）
結果通知
発送日
10月上旬

8月3日
（月）から
8月7日
（金）まで

未定

試験日
10月18日
（日）
結果通知
発送日
11月上旬

9月7日
（月）から
9月11日
（金）まで

7月1日
（水）

本



◇
熱
中
症
と
は

　
高
温
多
湿
の
状
況
下
で
、
体
内
の
水
分
・

塩
分
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
か
ら
だ
に
異
常

が
起
こ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
症
状
は
体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る

さ
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
、
け
い
れ
ん
や
意
識

の
異
常
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
熱
中
症
対
策
を
と

り
、
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

【
暑
さ
を
避
け
る
】

気
温
や
湿
度
が
高
い
と
き
や
、
日
差
し
が
強

い
時
間
帯
は
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
ま

し
ょ
う
。
室
内
で
も
28
度
を
超
え
る
時
は
警

戒
が
必
要
で
す
。

〇
室
内
で
は

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
を
利

用
　

〇
外
出
時
に
は

・
日
陰
の
利
用
と
、
こ
ま
め
な
休
憩

・
日
傘
や
通
気
性
の
良
い
帽
子
の
着
用
　

〇
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

・
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
・
速
乾
性
の
あ
る

衣
服
を
着
用
す
る
　

・
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
、

か
ら
だ
を
冷
や
す

【
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
】

・
の
ど
の
乾
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め

に
水
分
・
塩
分
な
ど
を
補
給
す
る

＊
入
浴
前
後
や
、
就
寝
前
に
も
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。

＊
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
の
水
分
補
給
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
内
の
水
分
を

排
泄
し
て
し
ま
い
ま
す
。

生
活
習
慣
が
大
切

〇
睡
眠

・
睡
眠
時
間
の
確
保
は
と
て
も
大
切
で
す
。

・
日
中
だ
け
で
な
く
、
就
寝
時
も
冷
房
で
温

度
調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
食
事

・
食
欲
が
な
い
か
ら
と
、
あ
っ
さ
り
し
た
も

の
に
偏
ら
な
い
よ
う
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

ま
し
ょ
う
。

・
ビ
タ
ミ
ン
B
1
を
多
く
含
む
豚
肉
や
大

豆
、
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
ほ
う
れ
ん
草
、

バ
ナ
ナ
な
ど
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

〇
運
動

・
日
頃
か
ら
運
動
を
し
て
、
暑
さ
に
慣
れ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
高
齢
者
は
特
に
注
意
を

〇
高
齢
者

高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚

機
能
や
、
暑
さ
を
調
節
す
る
機
能
も
低
下
し

て
い
る
の
で
、
熱
中
症
に
陥
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

・
暑
さ
を
感
じ
に
く
い
た
め
、
室
温
湿
度
に

注
意
し
、
冷
房
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
イ
レ
が
近
い
、
喉
が
乾
か
な
い
な
ど
の

理
由
で
水
分
を
控
え
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す

が
時
間
を
決
め
て
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

〇
子
ど
も

子
ど
も
は
体
温
調
節
機
能
が
ま
だ
十
分
に
発

達
し
て
い
な
い
の
で
、
熱
中
症
に
な
り
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

・
車
内
に
子
ど
も
を
残
す
こ
と
は
大
変
危
険

で
す
。
炎
天
下
で
な
く
て
も
、
閉
め
切
っ
た

車
内
で
冷
房
を
切
る
と
、
温
度
は
一
気
に
上

昇
し
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も
熱
中
症
の
危
険

が
高
く
な
り
ま
す
。

・
子
ど
も
は
大
人
よ
り
も
低
い
位
置
に
頭
が

あ
る
た
め
、
地
面
か
ら
の
照
り
返
し
に
よ
り

高
い
温
度
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
夏
の
時
期
は

特
に
子
ど
も
の
様
子
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
処
置

１
．
涼
し
い
場
所
へ
移
動
す
る
　

２
．
衣
服
を
緩
め
、
体
を
冷
や
す（
首
、
脇

の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
な
ど
）

３
．
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る
　

※
自
力
で
水
分
を
と
れ
な
い
、
意
識
が
な
い

場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

◇
今
年
は
い
つ
も
以
上
に
注
意
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め

に
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
マ
ス
ク
内
の
湿
度
が
上
が
り
、

喉
の
乾
き
を
感
じ
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
気
づ

か
な
い
う
ち
に
、
熱
中
症
の
危
険
が
高
く

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
今
年
は
、
例
年
よ
り

も
一
層
熱
中
症
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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本

「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

感染経路の中心は飛沫感染および接触感染です。人と人との距離をとる、外出時はマスクを着用する、家の中
でも咳エチケットを心がける、さらに家やオフィスの換気を十分にする、十分な睡眠などで自己の健康管理を
しっかりするなどで、自己のみならず、他人に感染させないように徹底することが必要です。

栄養をとりましょう
・免疫力をアップしたい時こ
そ、食事は量より質（栄養バ
ランス）です。
▶主食（ごはん、パン、麺）
▶副菜（野菜、きのこ、い
も、海藻料理）
▶主菜（肉、魚、卵、大豆料
理）
▶牛乳・乳製品
▶果物　
上記のものをまんべんなく食べ、水分も意識してと
るようにしましょう。
・高齢の人こそ、たんぱく質
をしっかりとりましょう。
・糖尿病、高血圧、腎臓病な
どで食事制限がある人は、そ
の指導内容に従ってください。

国立研究開発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所
国立健康・栄養研究所令和2年3月16日参考

身体を動かしましょう
外出の機会が減り、身体活
動が減少し、子どもの体力
低下や高齢者のフレイル
（心身の活力低下）などが進
む心配があります。
すべての世代の人に、自宅
での軽い運動や家事への積極的な参加、人混みを避
けた屋外での散歩などをお勧めします。
▶脚の運動（筋トレ）
▶買い物や屋外で散歩（人混みは避けて）
▶軽い体操（ラジオ体操/ストレッチ）など

新型コロナウイルス感染症対策としての栄養・身体活動（運動）

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課保健指導係（☎内線1174）次号は8月1日号に「減塩・循環器」の掲載を予定しています本

ストレッチで、こころと
からだをほぐしましょう

テレビを見ながら、椅子を
使って「ながら体操」

体操を日課にして、からだ
を動かす時間を確保

健康管理のための栄養と身体活動（運動）についてのポイントをご紹介します。

首相官邸ホームページ「新型コロナウイルスに感染しないようにするために」を編集し作成
（https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html#shinchaku）



◇
熱
中
症
と
は

　
高
温
多
湿
の
状
況
下
で
、
体
内
の
水
分
・

塩
分
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
か
ら
だ
に
異
常

が
起
こ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
症
状
は
体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る

さ
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
、
け
い
れ
ん
や
意
識

の
異
常
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
熱
中
症
対
策
を
と

り
、
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

【
暑
さ
を
避
け
る
】

気
温
や
湿
度
が
高
い
と
き
や
、
日
差
し
が
強

い
時
間
帯
は
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
ま

し
ょ
う
。
室
内
で
も
28
度
を
超
え
る
時
は
警

戒
が
必
要
で
す
。

〇
室
内
で
は

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
を
利

用
　

〇
外
出
時
に
は

・
日
陰
の
利
用
と
、
こ
ま
め
な
休
憩

・
日
傘
や
通
気
性
の
良
い
帽
子
の
着
用
　

〇
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

・
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
・
速
乾
性
の
あ
る

衣
服
を
着
用
す
る
　

・
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
、

か
ら
だ
を
冷
や
す

【
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
】

・
の
ど
の
乾
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め

に
水
分
・
塩
分
な
ど
を
補
給
す
る

＊
入
浴
前
後
や
、
就
寝
前
に
も
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。

＊
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
の
水
分
補
給
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
内
の
水
分
を

排
泄
し
て
し
ま
い
ま
す
。

生
活
習
慣
が
大
切

〇
睡
眠

・
睡
眠
時
間
の
確
保
は
と
て
も
大
切
で
す
。

・
日
中
だ
け
で
な
く
、
就
寝
時
も
冷
房
で
温

度
調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
食
事

・
食
欲
が
な
い
か
ら
と
、
あ
っ
さ
り
し
た
も

の
に
偏
ら
な
い
よ
う
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

ま
し
ょ
う
。

・
ビ
タ
ミ
ン
B
1
を
多
く
含
む
豚
肉
や
大

豆
、
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
ほ
う
れ
ん
草
、

バ
ナ
ナ
な
ど
を
と
り
ま
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ょ
う
。

〇
運
動

・
日
頃
か
ら
運
動
を
し
て
、
暑
さ
に
慣
れ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
高
齢
者
は
特
に
注
意
を

〇
高
齢
者

高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚

機
能
や
、
暑
さ
を
調
節
す
る
機
能
も
低
下
し

て
い
る
の
で
、
熱
中
症
に
陥
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

・
暑
さ
を
感
じ
に
く
い
た
め
、
室
温
湿
度
に

注
意
し
、
冷
房
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
イ
レ
が
近
い
、
喉
が
乾
か
な
い
な
ど
の

理
由
で
水
分
を
控
え
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す

が
時
間
を
決
め
て
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

〇
子
ど
も

子
ど
も
は
体
温
調
節
機
能
が
ま
だ
十
分
に
発

達
し
て
い
な
い
の
で
、
熱
中
症
に
な
り
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

・
車
内
に
子
ど
も
を
残
す
こ
と
は
大
変
危
険

で
す
。
炎
天
下
で
な
く
て
も
、
閉
め
切
っ
た

車
内
で
冷
房
を
切
る
と
、
温
度
は
一
気
に
上

昇
し
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も
熱
中
症
の
危
険

が
高
く
な
り
ま
す
。

・
子
ど
も
は
大
人
よ
り
も
低
い
位
置
に
頭
が

あ
る
た
め
、
地
面
か
ら
の
照
り
返
し
に
よ
り

高
い
温
度
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
夏
の
時
期
は

特
に
子
ど
も
の
様
子
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
処
置

１
．
涼
し
い
場
所
へ
移
動
す
る
　

２
．
衣
服
を
緩
め
、
体
を
冷
や
す（
首
、
脇

の
下
、
太
も
も
の
付
け
根
な
ど
）

３
．
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る
　

※
自
力
で
水
分
を
と
れ
な
い
、
意
識
が
な
い

場
合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

◇
今
年
は
い
つ
も
以
上
に
注
意
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め

に
、
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
体
内
に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
マ
ス
ク
内
の
湿
度
が
上
が
り
、

喉
の
乾
き
を
感
じ
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
気
づ

か
な
い
う
ち
に
、
熱
中
症
の
危
険
が
高
く

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
今
年
は
、
例
年
よ
り

も
一
層
熱
中
症
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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感染経路の中心は飛沫感染および接触感染です。人と人との距離をとる、外出時はマスクを着用する、家の中
でも咳エチケットを心がける、さらに家やオフィスの換気を十分にする、十分な睡眠などで自己の健康管理を
しっかりするなどで、自己のみならず、他人に感染させないように徹底することが必要です。

栄養をとりましょう
・免疫力をアップしたい時こ
そ、食事は量より質（栄養バ
ランス）です。
▶主食（ごはん、パン、麺）
▶副菜（野菜、きのこ、い
も、海藻料理）
▶主菜（肉、魚、卵、大豆料
理）
▶牛乳・乳製品
▶果物　
上記のものをまんべんなく食べ、水分も意識してと
るようにしましょう。
・高齢の人こそ、たんぱく質
をしっかりとりましょう。
・糖尿病、高血圧、腎臓病な
どで食事制限がある人は、そ
の指導内容に従ってください。

国立研究開発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所
国立健康・栄養研究所令和2年3月16日参考

身体を動かしましょう
外出の機会が減り、身体活
動が減少し、子どもの体力
低下や高齢者のフレイル
（心身の活力低下）などが進
む心配があります。
すべての世代の人に、自宅
での軽い運動や家事への積極的な参加、人混みを避
けた屋外での散歩などをお勧めします。
▶脚の運動（筋トレ）
▶買い物や屋外で散歩（人混みは避けて）
▶軽い体操（ラジオ体操/ストレッチ）など

新型コロナウイルス感染症対策としての栄養・身体活動（運動）

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課保健指導係（☎内線1174）次号は8月1日号に「減塩・循環器」の掲載を予定しています本

ストレッチで、こころと
からだをほぐしましょう

テレビを見ながら、椅子を
使って「ながら体操」

体操を日課にして、からだ
を動かす時間を確保

健康管理のための栄養と身体活動（運動）についてのポイントをご紹介します。

首相官邸ホームページ「新型コロナウイルスに感染しないようにするために」を編集し作成
（https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html#shinchaku）
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安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
訪
問
購
入
で
は
、
消
費
者
が
呼
ん
で
い
な
い
の
に
訪
問
し
て
勧
誘
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
突
然
訪
問
し
て
き
た
購
入
業
者
は
、
家
に
入
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
事
前
に
買
い
取
り
を
承
諾
し
て
い
な
い
貴
金
属
な
ど
の
売
却
を
求
め
ら

れ
た
ら
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

☆
購
入
業
者
か
ら
交
付
さ
れ
た
書
面
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間（
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日

間
）内
は
、
購
入
業
者
に
物
品
の
引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
悪
質
な
購
入
業
者
の
場
合
、
強
い
口
調
な
ど
で
強
引
に
買
い
取
ろ
う
と

し
た
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
て
も
物
品
が
返
っ
て
こ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
「
い
ら
な
い
古
着
や
靴
が
あ
れ
ば
買
い
取

る
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。
処
分
し
た
い

着
物
が
あ
っ
た
の
で
、
来
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
業
者
が
来
て
、

「
着
物
の
ほ
か
に
宝
石
か
貴
金
属
は
な
い

か
」
と
言
わ
れ
、
指
輪
や
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
見
せ
て
し
ま
っ
た
。
業
者
は
ま
と
め
て
２

万
円
で
買
う
と
言
っ
て
、
一
方
的
に
代
金
を
置
い
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
大

事
な
記
念
の
品
物
な
の
で
取
り
戻
し
た
い
。

不
用
品
を
買
い
取
る
と
言
っ
た
の
に
貴
金
属
を

買
い
取
ら
れ
た
！！

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

■
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
新
し
く

な
り
ま
す

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
中
旬
ご
ろ

に
、„
う
す
い
み
ど
り
色
“
の
封
筒
で
郵
送

し
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は
８
月

１
日
か
ら
令
和
３
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
で
す（
短
期
証
の
人
を
除
く
）。

　
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、
記
載
さ
れ
て

い
る
住
所
、
氏
名
、
一
部
負
担
金
の
割
合
な

ど
を
確
認
し
、
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い
被

保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■「
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

決
定
通
知
書
・
納
付
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
の
令
和
２
年
度
保
険
料
に
つ
い
て
、
次
の

表
の
と
お
り
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・
納

付
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　
昨
年
度
と
納
付
方
法
が
変
わ
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
令
和
２
年
度
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

①
普
通
徴
収（
現
金
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
）

の
第
１
期
納
期
限
は
７
月
31
日（
金
）で
す
。

　
現
金
納
付
の
人
は
、
納
付
書
の
裏
面
で
納

付
可
能
場
所
を
確
認
し
、
各
納
期
限
内
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
人
は
、
各
納
期
限
が
引
落
日

に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
各
納
期
限
の
前
日

ま
で
に
口
座
残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
特
別
徴
収（
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
人
）の
場
合
、
決
定
通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
保
険
料
額
を
各
月
の
年
金
か
ら
天
引

き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
均
等
割
額
の
軽
減
に
つ
い
て

　
特
例
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
保
険
料
の
均

等
割
額
の
軽
減
割
合
に
つ
い
て
、
令
和
２
年

度
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
。

①
８
割
軽
減
　
↓
　
７
割
軽
減

②
８
・
５
割
軽
減
　
↓
　
７
・
75
割
軽
減

（
そ
の
他
の
軽
減
割
合
は
前
年
度
と
変
更
あ

り
ま
せ
ん
）

　
制
度
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
新
し
い
被
保
険
者
証
と
一
緒
に

郵
送
す
る
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係
（
☎
内
線
１
１
１
９
）

本

発
送
時
期

7
月
中
旬

8
月
上
旬

　
　
　
対
象
者

・
普
通
徴
収
の
み
の
人

・
普
通
徴
収
と
特
別
徴

　
収
に
該
当
す
る
人

・
特
別
徴
収
の
み
の
人

送
付
形
式

む
ら
さ
き

色
の
封
筒

シ
ー
ラ
ー

ハ
ガ
キ

令和2年8月1日からは
〈緑色〉です

あんなかのおしごと通信 Vol.8 安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

新型コロナウイルスの感染防止に活用するために、市民の皆さんから未使用マスクのご寄附をお願いする活
動を進めています。
未だに供給体制に不安のあるマスクです。必要としているところにマスクをお届けできるようにご寄附をお
願いします。
政府配布マスクなどで未使用のものをご寄附いただき、小中学校や集団でのクラスター防止の観点から、高
齢者のいる福祉施設など必要なところに配布を予定しています。
お願いするマスクの条件▶ 政府配布マスクなどで未使用のもの
受付窓口▶ 安中市役所（総合案内）、松井田庁舎（総合案内）、 安中市文化センター（事務室）、松井田文化会館

（事務室）、各公民館・生涯学習センター（事務室）
問合せ▶□本 健康づくり課予防係（☎内線1172）

未使用マスクの寄附を募集しています

市では、5月20日から新型コロナウイルス感染症対策全般に活用することを目的として、市内外から寄附を
募集しています。皆さんのご協力をお願いします。
■寄附方法
①寄附申込書による申込み：市ホームページから寄附申込書をダウンロードして、必要事項をご記入のう
え、郵送、FAXまたは電子メールにて企画課企画調整係宛に送付してください。寄附申込書が印刷できない
人は、電話または□本 企画課窓口でも受け付けています。
②インターネットによる申込み：「ふるさとチョイス」のウェブサイトからお申し込みください。
■返礼品について
この寄附金は、ふるさと創生寄附金（ふるさと納税制度）を活用した寄附金になるため、市内在住の人には、
返礼品を送付していませんので、ご了承ください。
■税制優遇について
寄附金の一部が個人住民税や所得税から控除されます（上限あり）。
問合せ▶□本 企画課企画調整係（☎内線1635）

新型コロナウイルス感染症対策に関する寄附金を募集しています

第112回

　
今
年
は
穏
や
か
な
良

い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
新
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
肺
炎
に
翻
弄

さ
れ
る
年
の
幕
開
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
初
め
は
対
岸
の
火
事
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
こ
の
伝
染
病
は
瞬
く
間

に
拡
散
し
、
た
く
さ
ん
の
感
染
者
と
死
者
を
出
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
「
自
分
だ
け
よ
け
れ
ば
」

と
い
う
行
動
や
他
者
に
対
す
る
偏
見
、
差
別
的
な

言
動
、
他
者
を
非
難
・
批
判
す
る
風
潮
も
生
み
出

し
て
伝
染
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全

国
一
斉
学
校
休
校
や
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

る
段
に
な
る
と
様
々
な
社
会
問
題
が
炙
り
出
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
「
子
ど
も
や
介
護
が
必
要
な
老

人
を
見
て
く
れ
る
人
や
受
け
入
れ
て
く
れ
る
所
が

な
け
れ
ば
働
き
に
行
け
な
い
。
」
と
い
う
働
く
女

性
の
声
に
は
と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。
も
し
私
が

ま
だ
現
役
で
働
い
て
い
た
と
し
た
ら
、
同
じ
立
場

に
立
た
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
女
性
が
仕
事
と
家
庭

の
こ
と
を
両
立
し
て
社
会
の
中
で
活
躍
す
る
こ
と

は
緊
急
時
で
な
く
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
既

婚
・
子
ど
も
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
両
立
の

難
し
さ
や
「
女
性
は
〜
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
い
う
女
性
の
生
き
方
を
押
し
つ
け
る
世

間
の
思
い
込
み
は
、
女
性
が
社
会
の
中
で
力
を
発

揮
す
る
前
に
壁
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
医
大

が
、
女
性
受
験
者
の
得
点
を
低
く
調
整
し
て
い
た

の
も
、
そ
れ
に
起
因
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
「
医
師
は
長
時
間
労
働
。
病
院
の
運
営
の
観

点
か
ら
点
数
調
整
は
合
理
性
を
欠
く
と
は
い
え
な

い
。
」
と
医
大
が
言
い
切
っ
て
し
ま
う
の
は
、
働

く
と
い
う
こ
と
を
男
性
目
線
で
考
え
て
し
ま
っ

て
、
女
性
の
立
場
を
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。

　
長
時
間
勤
務
が
評
価
さ
れ
る
働
き
方
を
変
え
、

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
や
社
会
制
度
作
り

を
す
れ
ば
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
女
性
医
師
が
活

躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
以
前
、
孫
と
一
緒
に
花
壇
に
水
や
り
を
し
て
い

た
時
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
葉
っ
ぱ
に
テ
ン
ト
ウ
ム
シ

が
い
る
よ
。
」
と
言
わ
れ
、
近
く
の
葉
っ
ぱ
を
見

回
し
ま
し
た
が
、
私
に
は
虫
の
姿
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
葉
っ
ぱ
の
裏
だ

よ
。
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
か
が
ん
で
孫
と
同
じ

目
線
に
な
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
私
に
も
葉

の
裏
側
に
い
る
赤
い
艶
や
か
な
虫
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
視

点
を
変
え
て
物
事
を
多
角
的
に
見
れ
ば
、
新
た
な

気
付
や
発
見
が
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら
れ

た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
の
意
識
が
政
策
に
反
映
さ
れ
る

た
め
に
は
、
政
治
的
な
意
志
決
定
す
る
場
に
多
く

の
女
性
を
置
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
が
、
我
国
は

女
性
国
会
議
員
比
率
が
世
界
１
９
３
ヶ
国
中
１
６

５
位
で
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
男

女
が
互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
い
、
多
様
な
物
の

見
方
か
ら
男
女
格
差
を
な
く
し
て
い
け
る
よ
う
に

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

物
事
を
多
角
的
に
見
る

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
本

　靖
子
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安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
訪
問
購
入
で
は
、
消
費
者
が
呼
ん
で
い
な
い
の
に
訪
問
し
て
勧
誘
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
突
然
訪
問
し
て
き
た
購
入
業
者
は
、
家
に
入
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
事
前
に
買
い
取
り
を
承
諾
し
て
い
な
い
貴
金
属
な
ど
の
売
却
を
求
め
ら

れ
た
ら
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

☆
購
入
業
者
か
ら
交
付
さ
れ
た
書
面
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間（
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日

間
）内
は
、
購
入
業
者
に
物
品
の
引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
悪
質
な
購
入
業
者
の
場
合
、
強
い
口
調
な
ど
で
強
引
に
買
い
取
ろ
う
と

し
た
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
て
も
物
品
が
返
っ
て
こ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
「
い
ら
な
い
古
着
や
靴
が
あ
れ
ば
買
い
取

る
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
。
処
分
し
た
い

着
物
が
あ
っ
た
の
で
、
来
て
も
ら
う
こ
と
に

し
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
業
者
が
来
て
、

「
着
物
の
ほ
か
に
宝
石
か
貴
金
属
は
な
い

か
」
と
言
わ
れ
、
指
輪
や
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
見
せ
て
し
ま
っ
た
。
業
者
は
ま
と
め
て
２

万
円
で
買
う
と
言
っ
て
、
一
方
的
に
代
金
を
置
い
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
大

事
な
記
念
の
品
物
な
の
で
取
り
戻
し
た
い
。

不
用
品
を
買
い
取
る
と
言
っ
た
の
に
貴
金
属
を

買
い
取
ら
れ
た
！！

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

■
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
新
し
く

な
り
ま
す

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
中
旬
ご
ろ

に
、„
う
す
い
み
ど
り
色
“
の
封
筒
で
郵
送

し
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は
８
月

１
日
か
ら
令
和
３
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
で
す（
短
期
証
の
人
を
除
く
）。

　
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、
記
載
さ
れ
て

い
る
住
所
、
氏
名
、
一
部
負
担
金
の
割
合
な

ど
を
確
認
し
、
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い
被

保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■「
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

決
定
通
知
書
・
納
付
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
の
令
和
２
年
度
保
険
料
に
つ
い
て
、
次
の

表
の
と
お
り
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
・
納

付
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

　
昨
年
度
と
納
付
方
法
が
変
わ
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
令
和
２
年
度
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

①
普
通
徴
収（
現
金
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
）

の
第
１
期
納
期
限
は
７
月
31
日（
金
）で
す
。

　
現
金
納
付
の
人
は
、
納
付
書
の
裏
面
で
納

付
可
能
場
所
を
確
認
し
、
各
納
期
限
内
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
人
は
、
各
納
期
限
が
引
落
日

に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
各
納
期
限
の
前
日

ま
で
に
口
座
残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
特
別
徴
収（
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
人
）の
場
合
、
決
定
通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
保
険
料
額
を
各
月
の
年
金
か
ら
天
引

き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
均
等
割
額
の
軽
減
に
つ
い
て

　
特
例
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
保
険
料
の
均

等
割
額
の
軽
減
割
合
に
つ
い
て
、
令
和
２
年

度
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
す
。

①
８
割
軽
減
　
↓
　
７
割
軽
減

②
８
・
５
割
軽
減
　
↓
　
７
・
75
割
軽
減

（
そ
の
他
の
軽
減
割
合
は
前
年
度
と
変
更
あ

り
ま
せ
ん
）

　
制
度
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
新
し
い
被
保
険
者
証
と
一
緒
に

郵
送
す
る
冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係
（
☎
内
線
１
１
１
９
）

本

発
送
時
期

7
月
中
旬

8
月
上
旬

　
　
　
対
象
者

・
普
通
徴
収
の
み
の
人

・
普
通
徴
収
と
特
別
徴

　
収
に
該
当
す
る
人

・
特
別
徴
収
の
み
の
人

送
付
形
式

む
ら
さ
き

色
の
封
筒

シ
ー
ラ
ー

ハ
ガ
キ

令和2年8月1日からは
〈緑色〉です

あんなかのおしごと通信 Vol.8 安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

新型コロナウイルスの感染防止に活用するために、市民の皆さんから未使用マスクのご寄附をお願いする活
動を進めています。
未だに供給体制に不安のあるマスクです。必要としているところにマスクをお届けできるようにご寄附をお
願いします。
政府配布マスクなどで未使用のものをご寄附いただき、小中学校や集団でのクラスター防止の観点から、高
齢者のいる福祉施設など必要なところに配布を予定しています。
お願いするマスクの条件▶ 政府配布マスクなどで未使用のもの
受付窓口▶ 安中市役所（総合案内）、松井田庁舎（総合案内）、 安中市文化センター（事務室）、松井田文化会館

（事務室）、各公民館・生涯学習センター（事務室）
問合せ▶□本 健康づくり課予防係（☎内線1172）

未使用マスクの寄附を募集しています

市では、5月20日から新型コロナウイルス感染症対策全般に活用することを目的として、市内外から寄附を
募集しています。皆さんのご協力をお願いします。
■寄附方法
①寄附申込書による申込み：市ホームページから寄附申込書をダウンロードして、必要事項をご記入のう
え、郵送、FAXまたは電子メールにて企画課企画調整係宛に送付してください。寄附申込書が印刷できない
人は、電話または□本 企画課窓口でも受け付けています。
②インターネットによる申込み：「ふるさとチョイス」のウェブサイトからお申し込みください。
■返礼品について
この寄附金は、ふるさと創生寄附金（ふるさと納税制度）を活用した寄附金になるため、市内在住の人には、
返礼品を送付していませんので、ご了承ください。
■税制優遇について
寄附金の一部が個人住民税や所得税から控除されます（上限あり）。
問合せ▶□本 企画課企画調整係（☎内線1635）

新型コロナウイルス感染症対策に関する寄附金を募集しています

第112回

　
今
年
は
穏
や
か
な
良

い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
新
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
肺
炎
に
翻
弄

さ
れ
る
年
の
幕
開
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
初
め
は
対
岸
の
火
事
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
い
た
こ
の
伝
染
病
は
瞬
く
間

に
拡
散
し
、
た
く
さ
ん
の
感
染
者
と
死
者
を
出
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
「
自
分
だ
け
よ
け
れ
ば
」

と
い
う
行
動
や
他
者
に
対
す
る
偏
見
、
差
別
的
な

言
動
、
他
者
を
非
難
・
批
判
す
る
風
潮
も
生
み
出

し
て
伝
染
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全

国
一
斉
学
校
休
校
や
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

る
段
に
な
る
と
様
々
な
社
会
問
題
が
炙
り
出
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
「
子
ど
も
や
介
護
が
必
要
な
老

人
を
見
て
く
れ
る
人
や
受
け
入
れ
て
く
れ
る
所
が

な
け
れ
ば
働
き
に
行
け
な
い
。
」
と
い
う
働
く
女

性
の
声
に
は
と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。
も
し
私
が

ま
だ
現
役
で
働
い
て
い
た
と
し
た
ら
、
同
じ
立
場

に
立
た
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
女
性
が
仕
事
と
家
庭

の
こ
と
を
両
立
し
て
社
会
の
中
で
活
躍
す
る
こ
と

は
緊
急
時
で
な
く
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
既

婚
・
子
ど
も
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
両
立
の

難
し
さ
や
「
女
性
は
〜
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
い
う
女
性
の
生
き
方
を
押
し
つ
け
る
世

間
の
思
い
込
み
は
、
女
性
が
社
会
の
中
で
力
を
発

揮
す
る
前
に
壁
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
医
大

が
、
女
性
受
験
者
の
得
点
を
低
く
調
整
し
て
い
た

の
も
、
そ
れ
に
起
因
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
「
医
師
は
長
時
間
労
働
。
病
院
の
運
営
の
観

点
か
ら
点
数
調
整
は
合
理
性
を
欠
く
と
は
い
え
な

い
。
」
と
医
大
が
言
い
切
っ
て
し
ま
う
の
は
、
働

く
と
い
う
こ
と
を
男
性
目
線
で
考
え
て
し
ま
っ

て
、
女
性
の
立
場
を
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。

　
長
時
間
勤
務
が
評
価
さ
れ
る
働
き
方
を
変
え
、

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
や
社
会
制
度
作
り

を
す
れ
ば
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
女
性
医
師
が
活

躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
以
前
、
孫
と
一
緒
に
花
壇
に
水
や
り
を
し
て
い

た
時
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
葉
っ
ぱ
に
テ
ン
ト
ウ
ム
シ

が
い
る
よ
。
」
と
言
わ
れ
、
近
く
の
葉
っ
ぱ
を
見

回
し
ま
し
た
が
、
私
に
は
虫
の
姿
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
葉
っ
ぱ
の
裏
だ

よ
。
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
か
が
ん
で
孫
と
同
じ

目
線
に
な
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
私
に
も
葉

の
裏
側
に
い
る
赤
い
艶
や
か
な
虫
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
視

点
を
変
え
て
物
事
を
多
角
的
に
見
れ
ば
、
新
た
な

気
付
や
発
見
が
で
き
る
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら
れ

た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
の
意
識
が
政
策
に
反
映
さ
れ
る

た
め
に
は
、
政
治
的
な
意
志
決
定
す
る
場
に
多
く

の
女
性
を
置
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
が
、
我
国
は

女
性
国
会
議
員
比
率
が
世
界
１
９
３
ヶ
国
中
１
６

５
位
で
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
わ
る
者
と
し
て
、
男

女
が
互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
い
、
多
様
な
物
の

見
方
か
ら
男
女
格
差
を
な
く
し
て
い
け
る
よ
う
に

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

物
事
を
多
角
的
に
見
る

安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
本

　靖
子
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申
請
後
に
つ
い
て

　
申
請
書
お
よ
び
添
付
資
料
受
理
後
、
徴
収

猶
予
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
は
書
面
に
て
通
知
し
ま
す
。
　

　
徴
収
猶
予
の
特
例
制
度
適
用
後
の
対
応
は

左
記
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

①
猶
予
期
間
は
納
期
限
か
ら
1
年
間
と
な
り

ま
す
。
左
記
②
お
よ
び
③
の
条
件
で
の
期
間

延
長
は
あ
り
ま
せ
ん

②
猶
予
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
担
保
提
供
は
不

要
で
す

③
納
期
限
か
ら
1
年
間
は
延
滞
金
は
発
生
し

ま
せ
ん

問
合
せ
▼

□本 

収
納
課
収
納
整
理
係

（
☎
内
線
１
０
８
３
）

子
ど
も
の
里
親
に

　
　
　
　
　
　な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
高
崎
市
高
松
町
６
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
里
親

と
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ご

希
望
に
よ
り
、
里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま

す
。

日
時
▼
７
月
15
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場
▼
□本 

３
０
５
会
議
室

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人（
安
中
市
以
外
に
お
住

ま
い
の
人
も
含
み
ま
す
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
市
税
の
徴
収
猶
予
特
例
制
度

を
申
請
す
る
皆
さ
ん
へ

徴
収
猶
予
特
例
制
度
に
つ
い
て

　
該
当
す
る
税
目
は
、
「
令
和
2
年
2
月
1

日
か
ら
令
和
3
年
1
月
31
日
ま
で
に
納
期
限

が
到
来
す
る
」
も
の
で
す
。

　
左
記
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
に

徴
収
猶
予
の
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
令
和
2
年
2
月
か
ら
納
期
限
ま
で
の
1
か

月
以
上
の
期
間
に
お
い
て
、
収
入
が
前
年
同

月
比
で
20
％
以
上
減
少
し
た
場
合

②
納
期
限
ま
で
に
納
付
困
難
と
認
め
ら
れ
る

場
合

申
請
手
続
に
つ
い
て

　
各
税
の
納
期
限
ま
で
に
左
記
書
類
を
﹇
〒

３
７
９

－

0
1
9
2
　
安
中
市
安
中
1

－

23

－

13
　
安
中
市
役
所
収
納
課
収
納
整
理
係
　

宛
﹈
に
郵
送
ま
た
は
ご
来
庁
に
て
お
申
込
く

だ
さ
い
。

①
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
□本 

収
納
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

②
令
和
2
年
2
月
以
降
収
入
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
お
よ
び
前
年
同
月

の
同
書
類

③
申
請
時
点
で
の
現
預
金
額
を
証
明
す
る
書

類④
申
請
時
よ
り
6
か
月
以
内
に
予
想
さ
れ
る

経
常
支
出
お
よ
び
臨
時
支
出
の
金
額
を
証
明

す
る
書
類

問
合
せ
▼

群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

住
居
確
保
給
付
金

　
離
職
や
休
業
な
ど
に
伴
う
収
入
減
少
に
よ

り
、
住
居
を
失
う
お
そ
れ
が
高
い
人
に
一
定

期
間
、
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
▼
離
職
・
廃
業
か
ら
2
年
以
内
ま
た

は
休
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
離
職

な
ど
と
同
程
度
の
状
況
に
あ
る
人

支
給
期
間
▼
原
則
3
ヶ
月（
最
長
9
ヶ
月
ま

で
）

支
給
額
▼
単
身
世
帯
：
3
0
，
7
0
0
円
　

　
　
　
　
2
人
世
帯
：
3
7
，
0
0
0
円

　
　
　
　
3
人
世
帯
：
3
9
，
9
0
0
円

支
給
要
件
▼

①
収
入
要
件
：
世
帯
収
入
合
計
額
が
、
市
町

村
民
税
均
等
割
が
非
課
税
と
な
る
収
入
額
の

1
／
12
＋
家
賃
額（
住
宅
扶
助
特
別
基
準
額

が
上
限
）を
超
え
な
い
こ
と

単
身
世
帯
：
　
7
8
，
0
0
0
円

2
人
世
帯
：
1
1
5
，
0
0
0
円

3
人
世
帯
：
1
4
0
，
0
0
0
円

②
資
産
要
件
：
世
帯
の
預
貯
金
の
合
計
額

が
、
左
記
を
超
え
な
い
こ
と

単
身
世
帯
：
4
6
8
，
0
0
0
円

2
人
世
帯
：
6
9
0
，
0
0
0
円

3
人
世
帯
：
8
4
0
，
0
0
0
円

③
求
職
活
動
等
要
件
：
誠
実
か
つ
熱
心
に
求

職
活
動
を
行
う
こ
と
　
な
ど

問
合
せ
▼

□本 

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
☎
内
線
1
1
9
1
・
1
1
9
4
）

INFORMATION市民
インフォメーション

新型コロナウイルス対策支援策
　新型コロナウイルス感染拡大によって、本市の
経済や市民生活は大きな影響を受けています。
　その現状を鑑み、市民の皆
さんの生活を守るために、さ
まざまな支援策に取り組んで
います。最新情報は市ホーム
ページでご覧いただくか、お
問合せください。

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　☎382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

だ
よ
り

学
習
の
森
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日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
278

66
344

男 
256

36
292

女    
22,156

6,460
28,616

男    
21,660

6,206
27,866

合　計 57,118人　世帯数 24,749   （令和2年5月末日現在）

板
鼻
十
一
屋

板
鼻
十
一
屋

板鼻十一屋改築記念大売り出し
昭和時代初期撮影

　
板
鼻
十
一
屋
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
近
江

商
人
の
六
左
衛
門（
の
ち
の
野
田
六
左
衛
門
）

が
板
鼻
宿
に
開
業
し
た
商
店
で
、
正
式
な
店

名
は
「
野
田
六
商
店
」
と
い
い
ま
す
。
当
初

は
清
酒
の
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
後
、
味
噌
・
醤
油
の
販
売
も
始
め
ま
し

た
。
明
治
期
の
売
り
上
げ
の
３
分
の
２
は
清

酒
で
、
そ
の
生
産
量
は
碓
氷
郡
最
大
を
誇

り
、
銘
酒
「
群
鶴
」
が
有
名
で
し
た
。
　

　
滋
賀
県
出
身
の
野
田
六
左
衛
門
は
年
に
数

回
板
鼻
を
訪
れ
る
の
み
で
、
居
住
は
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
従
業
員
の
多
く
が
同

郷
で
、
退
職
す
る
と
帰
郷
し
ま
し
た
。
労
働

力
の
確
保
と
維
持
を
同
郷
の
出
身
者
で
ま
と

め
る
こ
の
方
針
は
近
江
商
人
の
伝
統
的
な
企

業
経
営
で
し
た
。

　
平
成
２
年（
１
９
９
０
）に
な
る
と
板
鼻
十

一
屋
は
生
産
を
中
止
し
、
そ
の
６
年
後
に
閉

店
し
ま
し
た
。
残
っ
て
い
た
母
屋
や
酒
蔵
、

レ
ン
ガ
造
り
の
煙
突
は
取
り
壊
さ
れ
、
現
在

は
板
鼻
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
地
元
の
憩
い

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

その他、図録・グッズ多数販売しています。
郵送での購入も可能です。（別途送料がかかります）

お電話・E メールでお問い合わせください。

関口コオ企画展記念
オリジナルマスキングテープ

各500円

企画展図録
関口コオ いつかきた路
1200円（112頁・A4判）

①童の四季

②ポチ

春
季
企
画
展
「
あ
の
日
あ
の
頃
こ
の
町
で

〜
写
真
で
振
り
返
る
安
中
市
〜
」
の
開
催

は
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
続
報
を
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
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申
請
後
に
つ
い
て

　
申
請
書
お
よ
び
添
付
資
料
受
理
後
、
徴
収

猶
予
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
は
書
面
に
て
通
知
し
ま
す
。
　

　
徴
収
猶
予
の
特
例
制
度
適
用
後
の
対
応
は

左
記
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

①
猶
予
期
間
は
納
期
限
か
ら
1
年
間
と
な
り

ま
す
。
左
記
②
お
よ
び
③
の
条
件
で
の
期
間

延
長
は
あ
り
ま
せ
ん

②
猶
予
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
担
保
提
供
は
不

要
で
す

③
納
期
限
か
ら
1
年
間
は
延
滞
金
は
発
生
し

ま
せ
ん

問
合
せ
▼

□本 

収
納
課
収
納
整
理
係

（
☎
内
線
１
０
８
３
）

子
ど
も
の
里
親
に

　
　
　
　
　
　な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
高
崎
市
高
松
町
６
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
里
親

と
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
ご

希
望
に
よ
り
、
里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま

す
。

日
時
▼
７
月
15
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場
▼
□本 
３
０
５
会
議
室

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人（
安
中
市
以
外
に
お
住

ま
い
の
人
も
含
み
ま
す
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
市
税
の
徴
収
猶
予
特
例
制
度

を
申
請
す
る
皆
さ
ん
へ

徴
収
猶
予
特
例
制
度
に
つ
い
て

　
該
当
す
る
税
目
は
、
「
令
和
2
年
2
月
1

日
か
ら
令
和
3
年
1
月
31
日
ま
で
に
納
期
限

が
到
来
す
る
」
も
の
で
す
。

　
左
記
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
に

徴
収
猶
予
の
特
例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

①
令
和
2
年
2
月
か
ら
納
期
限
ま
で
の
1
か

月
以
上
の
期
間
に
お
い
て
、
収
入
が
前
年
同

月
比
で
20
％
以
上
減
少
し
た
場
合

②
納
期
限
ま
で
に
納
付
困
難
と
認
め
ら
れ
る

場
合

申
請
手
続
に
つ
い
て

　
各
税
の
納
期
限
ま
で
に
左
記
書
類
を
﹇
〒

３
７
９

－

0
1
9
2
　
安
中
市
安
中
1

－

23

－
13
　
安
中
市
役
所
収
納
課
収
納
整
理
係
　

宛
﹈
に
郵
送
ま
た
は
ご
来
庁
に
て
お
申
込
く

だ
さ
い
。

①
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
□本 

収
納
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

②
令
和
2
年
2
月
以
降
収
入
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
お
よ
び
前
年
同
月

の
同
書
類

③
申
請
時
点
で
の
現
預
金
額
を
証
明
す
る
書

類④
申
請
時
よ
り
6
か
月
以
内
に
予
想
さ
れ
る

経
常
支
出
お
よ
び
臨
時
支
出
の
金
額
を
証
明

す
る
書
類

問
合
せ
▼

群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

住
居
確
保
給
付
金

　
離
職
や
休
業
な
ど
に
伴
う
収
入
減
少
に
よ

り
、
住
居
を
失
う
お
そ
れ
が
高
い
人
に
一
定

期
間
、
家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者
▼
離
職
・
廃
業
か
ら
2
年
以
内
ま
た

は
休
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
、
離
職

な
ど
と
同
程
度
の
状
況
に
あ
る
人

支
給
期
間
▼
原
則
3
ヶ
月（
最
長
9
ヶ
月
ま

で
）

支
給
額
▼
単
身
世
帯
：
3
0
，
7
0
0
円
　

　
　
　
　
2
人
世
帯
：
3
7
，
0
0
0
円

　
　
　
　
3
人
世
帯
：
3
9
，
9
0
0
円

支
給
要
件
▼

①
収
入
要
件
：
世
帯
収
入
合
計
額
が
、
市
町

村
民
税
均
等
割
が
非
課
税
と
な
る
収
入
額
の

1
／
12
＋
家
賃
額（
住
宅
扶
助
特
別
基
準
額

が
上
限
）を
超
え
な
い
こ
と

単
身
世
帯
：
　
7
8
，
0
0
0
円

2
人
世
帯
：
1
1
5
，
0
0
0
円

3
人
世
帯
：
1
4
0
，
0
0
0
円

②
資
産
要
件
：
世
帯
の
預
貯
金
の
合
計
額

が
、
左
記
を
超
え
な
い
こ
と

単
身
世
帯
：
4
6
8
，
0
0
0
円

2
人
世
帯
：
6
9
0
，
0
0
0
円

3
人
世
帯
：
8
4
0
，
0
0
0
円

③
求
職
活
動
等
要
件
：
誠
実
か
つ
熱
心
に
求

職
活
動
を
行
う
こ
と
　
な
ど

問
合
せ
▼

□本 

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
☎
内
線
1
1
9
1
・
1
1
9
4
）

INFORMATION市民
インフォメーション

新型コロナウイルス対策支援策
　新型コロナウイルス感染拡大によって、本市の
経済や市民生活は大きな影響を受けています。
　その現状を鑑み、市民の皆
さんの生活を守るために、さ
まざまな支援策に取り組んで
います。最新情報は市ホーム
ページでご覧いただくか、お
問合せください。

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　☎382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

だ
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り
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の
森
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日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
278

66
344

男 
256

36
292

女    
22,156

6,460
28,616

男    
21,660

6,206
27,866

合　計 57,118人　世帯数 24,749   （令和2年5月末日現在）

板
鼻
十
一
屋

板
鼻
十
一
屋

板鼻十一屋改築記念大売り出し
昭和時代初期撮影

　
板
鼻
十
一
屋
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
近
江

商
人
の
六
左
衛
門（
の
ち
の
野
田
六
左
衛
門
）

が
板
鼻
宿
に
開
業
し
た
商
店
で
、
正
式
な
店

名
は
「
野
田
六
商
店
」
と
い
い
ま
す
。
当
初

は
清
酒
の
生
産
・
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
後
、
味
噌
・
醤
油
の
販
売
も
始
め
ま
し

た
。
明
治
期
の
売
り
上
げ
の
３
分
の
２
は
清

酒
で
、
そ
の
生
産
量
は
碓
氷
郡
最
大
を
誇

り
、
銘
酒
「
群
鶴
」
が
有
名
で
し
た
。
　

　
滋
賀
県
出
身
の
野
田
六
左
衛
門
は
年
に
数

回
板
鼻
を
訪
れ
る
の
み
で
、
居
住
は
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
従
業
員
の
多
く
が
同

郷
で
、
退
職
す
る
と
帰
郷
し
ま
し
た
。
労
働

力
の
確
保
と
維
持
を
同
郷
の
出
身
者
で
ま
と

め
る
こ
の
方
針
は
近
江
商
人
の
伝
統
的
な
企

業
経
営
で
し
た
。

　
平
成
２
年（
１
９
９
０
）に
な
る
と
板
鼻
十

一
屋
は
生
産
を
中
止
し
、
そ
の
６
年
後
に
閉

店
し
ま
し
た
。
残
っ
て
い
た
母
屋
や
酒
蔵
、

レ
ン
ガ
造
り
の
煙
突
は
取
り
壊
さ
れ
、
現
在

は
板
鼻
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
地
元
の
憩
い

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

その他、図録・グッズ多数販売しています。
郵送での購入も可能です。（別途送料がかかります）

お電話・E メールでお問い合わせください。

関口コオ企画展記念
オリジナルマスキングテープ

各500円

企画展図録
関口コオ いつかきた路
1200円（112頁・A4判）

①童の四季

②ポチ

春
季
企
画
展
「
あ
の
日
あ
の
頃
こ
の
町
で

〜
写
真
で
振
り
返
る
安
中
市
〜
」
の
開
催

は
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
続
報
を
お
待
ち

く
だ
さ
い
。
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磯
部
地
区
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す

　
磯
部
地
区
区
長
・
自
治
会
長
会
と
磯
部
地

区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
は
、
合
同
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
啓
発
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
水

石
さ
ん
の
ご
家
族
が
マ
ジ
ッ
ク
や
色
鉛
筆
な

ど
で
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
印
刷
し
、
地
域
住

民
や
事
業
所
、
公
民
館
な
ど
に
50
セ
ッ
ト
以

上
配
布
し
掲
示
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！！
」
と
い
う
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
元
気
溢
れ
る
明
る
い
イ
ラ
ス

ト
を
各
所
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
一

体
と
な
っ
て
感
染
拡
大
を
防
止
し
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
が

　
　
　
　
　
　任
命
さ
れ
ま
し
た

　
5
月
20
日
付
け
で
、
次
の
人
が
教
育
委
員

会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
　和
子
さ
ん

ご
み
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う

　
令
和
2
年
7
月
12
日

に
安
中
市
の
ご
み
問
題

を
題
材
に
今
み
ん
な
の

行
動
で
変
え
ら
れ
る
こ

と
な
ど
を
動
画
に
し（
公

社
）安
中
青
年
会
議
所
Y
o
u 

T
u
b
e
ア

カ
ウ
ン
ト
で
動
画
を
投
稿
し
ま
す
。
皆
さ
ん

で
見
て
学
ん
で
安
中
市
の
未
来
を
考
え
ま

し
ょ
う
。
「
安
中
青
年
会
議
所
」
で
検
索
。

問
合
せ
▼

（
公
社
）安
中
青
年
会
議
所

（
☎
3
8
2

－

2
8
2
4
）

特
別
定
額
給
付
金
の

　申
請
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
特
別
定
額

給
付
金
」
に
つ
い
て
申
請
の
受
付
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
申
請
書
類
は
5
月
18
日（
月
）に

郵
送
で
送
付
し
て
お
り
、
申
請
期
限
は
、
8

月
18
日（
火
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
必
ず
申
請
期
限
ま
で

に
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□松 

特
別
定
額
給
付
金
室

（
☎
内
線
2
5
0
4
・
2
5
0
5
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
な
ど
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
必
要
で
す

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
免
除
や
、
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す（
納
付
猶
予

は
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
）。

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本

人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主（
納
付
猶
予
で

は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
免
除（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶

予
）さ
れ
ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
、
4
分
の
3
免
除
、
半
額

免
除
、
4
分
の
1
免
除
が
あ
り
、
所
得
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
今
ま
で
全

額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て

お
り
継
続
を
希
望
し
な
か
っ
た
人
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
6
月
で
承

認
期
間
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
場
合
に
は
令
和
2
年
度
は
7
月

1
日（
水
）よ
り
申
請
受
付
が
開
始
と
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
□本 

国
保
年
金
課
ま
た
は

□松 

住
民
福
祉
課
で
申
請
の
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

　
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
に
な

る
と
受
給
権
が
消
滅
し
、
65
歳
か
ら
は
新
た

に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
に
必
要
な
書
類
「
年
金
請
求
書（
国

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
）」（
は

が
き
様
式
）は
、
65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初

め
頃（
1
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
初
め
頃
）

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕

生
月
の
末
日（
1
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の

末
日
）ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
手
続
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
保
険
裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知

書
」
が
送
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
証
書
は
あ
ら

た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
年
金
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た

め
に
、
第
1
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
な
ど
）

や
65
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月

額
4
0
0
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合

に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢

基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
付
加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り

で
す
。

付
加
年
金
額（
年
額
）＝
2
0
0
円
×
付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

人
や
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
□本  

国

保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）

※
「
z
o
o
m
　
u
p
」
と
「
生
涯
学
習
だ

よ
り
」
、
「
ガ
イ
ド（
安
中
市
文
化
セ
ン

タ
ー
／
松
井
田
文
化
会
館
）」は
、
休
載
し
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
次
の
皆
さ
ん
が
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

4月29日  須   タキ  さん（中宿）5月29日  今井  すみ子  さん（板鼻）

　市民課
休日窓口開設日

7 月 5 日・19 日　8 月 2 日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

4月29日  萩原  八千代  さん（鷺宮）

　こんにちは。地域おこし協力隊の南畝です。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年の
秋間梅林開花祭は各種イベントが中止になってしま
いました。非常に残念でしたが、各店舗で新商品の
開発を行うなど、秋間梅林の農家さんはお客さんに
最大限のおもてなしをしていました。
　私は来年の開花祭時期には地域おこし協力隊を卒
業していますが、秋間梅林のお手伝いは今後も続け
ていきたいと思っています。
　少し気が早いですが、2021年の開花祭を皆さん楽
しみにしていてください。
　さて、今年も梅の収穫が始まりました。暑い夏を
乗り切るため、
梅シロップを漬
けてみようと思
います。
　まだまだ不安
が漂う世の中で
すが、皆で力を
合わせて乗り切
りましょう。

地域おこし協力隊
活動報告 Vol.26
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磯
部
地
区
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す

　
磯
部
地
区
区
長
・
自
治
会
長
会
と
磯
部
地

区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
は
、
合
同
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
啓
発
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
水

石
さ
ん
の
ご
家
族
が
マ
ジ
ッ
ク
や
色
鉛
筆
な

ど
で
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
印
刷
し
、
地
域
住

民
や
事
業
所
、
公
民
館
な
ど
に
50
セ
ッ
ト
以

上
配
布
し
掲
示
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！！
」
と
い
う
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
元
気
溢
れ
る
明
る
い
イ
ラ
ス

ト
を
各
所
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
一

体
と
な
っ
て
感
染
拡
大
を
防
止
し
て
い
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
が

　
　
　
　
　
　任
命
さ
れ
ま
し
た

　
5
月
20
日
付
け
で
、
次
の
人
が
教
育
委
員

会
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
　和
子
さ
ん

ご
み
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う

　
令
和
2
年
7
月
12
日

に
安
中
市
の
ご
み
問
題

を
題
材
に
今
み
ん
な
の

行
動
で
変
え
ら
れ
る
こ

と
な
ど
を
動
画
に
し（
公

社
）安
中
青
年
会
議
所
Y
o
u 

T
u
b
e
ア

カ
ウ
ン
ト
で
動
画
を
投
稿
し
ま
す
。
皆
さ
ん

で
見
て
学
ん
で
安
中
市
の
未
来
を
考
え
ま

し
ょ
う
。
「
安
中
青
年
会
議
所
」
で
検
索
。

問
合
せ
▼

（
公
社
）安
中
青
年
会
議
所

（
☎
3
8
2

－

2
8
2
4
）

特
別
定
額
給
付
金
の

　申
請
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
特
別
定
額

給
付
金
」
に
つ
い
て
申
請
の
受
付
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
申
請
書
類
は
5
月
18
日（
月
）に

郵
送
で
送
付
し
て
お
り
、
申
請
期
限
は
、
8

月
18
日（
火
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
必
ず
申
請
期
限
ま
で

に
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□松 

特
別
定
額
給
付
金
室

（
☎
内
線
2
5
0
4
・
2
5
0
5
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
な
ど
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
必
要
で
す

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
免
除
や
、
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す（
納
付
猶
予

は
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
）。

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本

人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主（
納
付
猶
予
で

は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
免
除（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶

予
）さ
れ
ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
、
4
分
の
3
免
除
、
半
額

免
除
、
4
分
の
1
免
除
が
あ
り
、
所
得
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
今
ま
で
全

額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て

お
り
継
続
を
希
望
し
な
か
っ
た
人
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
6
月
で
承

認
期
間
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
場
合
に
は
令
和
2
年
度
は
7
月

1
日（
水
）よ
り
申
請
受
付
が
開
始
と
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
□本 

国
保
年
金
課
ま
た
は

□松 

住
民
福
祉
課
で
申
請
の
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

　
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
に
な

る
と
受
給
権
が
消
滅
し
、
65
歳
か
ら
は
新
た

に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
に
必
要
な
書
類
「
年
金
請
求
書（
国

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
）」（
は

が
き
様
式
）は
、
65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初

め
頃（
1
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
初
め
頃
）

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕

生
月
の
末
日（
1
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の

末
日
）ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
手
続
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
保
険
裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知

書
」
が
送
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
証
書
は
あ
ら

た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
年
金
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た

め
に
、
第
1
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
な
ど
）

や
65
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月

額
4
0
0
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合

に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢

基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
付
加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り

で
す
。

付
加
年
金
額（
年
額
）＝
2
0
0
円
×
付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

人
や
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
□本  

国

保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

4
2
9
9
）

※
「
z
o
o
m
　
u
p
」
と
「
生
涯
学
習
だ

よ
り
」
、
「
ガ
イ
ド（
安
中
市
文
化
セ
ン

タ
ー
／
松
井
田
文
化
会
館
）」は
、
休
載
し
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2020年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
次
の
皆
さ
ん
が
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

4月29日  須   タキ  さん（中宿）5月29日  今井  すみ子  さん（板鼻）

　市民課
休日窓口開設日

7 月 5 日・19 日　8 月 2 日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

4月29日  萩原  八千代  さん（鷺宮）

　こんにちは。地域おこし協力隊の南畝です。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年の
秋間梅林開花祭は各種イベントが中止になってしま
いました。非常に残念でしたが、各店舗で新商品の
開発を行うなど、秋間梅林の農家さんはお客さんに
最大限のおもてなしをしていました。
　私は来年の開花祭時期には地域おこし協力隊を卒
業していますが、秋間梅林のお手伝いは今後も続け
ていきたいと思っています。
　少し気が早いですが、2021年の開花祭を皆さん楽
しみにしていてください。
　さて、今年も梅の収穫が始まりました。暑い夏を
乗り切るため、
梅シロップを漬
けてみようと思
います。
　まだまだ不安
が漂う世の中で
すが、皆で力を
合わせて乗り切
りましょう。

地域おこし協力隊
活動報告 Vol.26

藤藤



2021

INFORMATION市民 INFORMATION市民

2020年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

第
2
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防

接
種
お
よ
び
二
種
混
合
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

第
2
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

接
種
対
象
年
齢
▼
小
学
校
就
学
前（
年
長
児
）

の
1
年
間（
平
成
26
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

27
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

接
種
回
数
▼
1
回

接
種
期
限
▼
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で

予
診
票
の
配
布
▼
出
生
届
出
時
ま
た
は
転
入

※
募
集
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
定
員
に
達
し

た
時
点
で
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
申
込
方
法
▼

　
7
月
6
日（
月
）〜
10
月
29
日（
木
）の
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま
で
に
□本 

健
康

づ
く
り
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）。

注
意
点
▼

　
発
熱
や
咳
・
鼻
水
・
下
痢
な
ど
、
体
調
の

悪
い
人
、
風
邪
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
検
診

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に

よ
っ
て
は
変
更
・
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

集
団
検
診
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
お
願
い

　
8
月
か
ら
集
団
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。
感

染
防
止
の
た
め
、
検
診
会
場
に
お
越
し
い
た

だ
く
前
に
ご
自
宅
で
検
温
を
し
、
左
記
の
よ

う
な
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
受
診
を

控
え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
発
熱
や
咳
な
ど
の
風
邪
症
状

・
息
苦
し
さ
、
強
い
だ
る
さ

　
な
お
、
来
場
の
際
は
、
必
ず
マ
ス
ク
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
。
会
場
で
は
人
と
の
距

離
を
保
つ
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
密
集
を
避
け
る
た
め
会
場
内
や
検

診
車
へ
の
入
室
人
数
を
区
切
っ
て
案
内
し
ま

す
の
で
、
入
場
ま
た
は
会
場
内
に
お
い
て
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に

よ
っ
て
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

時
に
□本 

健
康
づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
令
和
3
年
4
月
1
日
以
降
の
接
種
は
任
意

接
種（
有
料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

二
種
混
合
予
防
接
種

接
種
対
象
年
齢
▼
11
歳
以
上
13
歳
未
満

接
種
回
数
▼
1
回

予
診
票
の
配
布
▼
今
年
の
4
月
か
ら
小
学
6

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
へ
、
4
月
に
予

診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。

※
13
歳
の
誕
生
日
以
降
の
接
種
は
任
意
接
種

（
有
料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

接
種
に
必
要
な
物
▼

予
診
票
・
母
子
手
帳
・
保
険
証

※
対
象
者
で
予
診
票
の
な
い
人
は
、
□本 

健
康

づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布

し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の
う

え
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
1
1
7
2
）

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
」の
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
　

　
市
で
は
、
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
の
な

い
若
年
層
を
対
象
に
次
の
と
お
り
フ
レ
ッ

シ
ュ
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
募
集
期
間
内
に
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
妊
娠
中
の

人
や
勤
務
先
な
ど
、
ほ
か
で
健
診
を
受
け
る

機
会
の
あ
る
人
は
、
そ
ち
ら
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

40
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
健
診
と
同
じ
会
場

と
な
り
ま
す
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
昭
和
56
年
4
月
1

日
〜
平
成
14
年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
人

健
診
内
容
▼
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
医
師
の
診
察
・
血
液
検
査（
血
糖
・
脂

質
・
肝
機
能
・
貧
血
）

実
施
日
時
・
場
所
▼

※
番
号
札
は
午
前
8
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。

費
用
▼
1
，
0
2
0
円（
お
つ
り
の
な
い
よ

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

定
員
▼
先
着
1
0
0
人

今月の手話で伝えようは【かき氷】です。

解説
右手を握り、機械の取っ手をぐるぐる回す。左手は
器を持っている様子。

（安中市立松井田小学校長　一場　昭夫）

手話で伝えよう Vol.19 受章おめでとうございます

瑞宝双光章
（警察功労）

小池　哲也 さん
（大竹）

瑞宝双光章
（消防功労）

片岡　隆 さん
（松井田町二軒在家）

瑞宝双光章
（警察功労）

白石　信彦 さん
（松井田町新堀）

瑞宝双光章
（防衛功労）

本多　史郎 さん
（松井田町二軒在家）

春
の
叙
勲

日

　程

会

　場

受
付
時
間

８
月
24
日（
月
）

8
月
31
日（
月
）

9
月
11
日（
金
）

10
月
8
日（
木
）

10
月
9
日（
金
）

10
月
29
日（
木
）

10
月
30
日（
金
）

9
月
13
日（
日
）

９
月
14
日（
月
）

10
月
19
日（
月
）

午前８時３０分～

午前１１時

午前８時３０分～

午前１１時

　安中市

保健センター

　松井田

保健センター

本松

　
市
役
所
□本
、

□松
、
各
地
区
の

公
民
館
・
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

に
、
皆
さ
ん
の

声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
「
市
民
の

声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

や
ご
意
見
な
ど
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　お
待
ち
し
て
い
ま
す

立った状態で安全のために椅子の背もたれなど
に手を添えて行います。良い姿勢を保ったまま
背伸びをし、ゆっくりかかとを下ろします。つ
ま先はできるだけ正面に向け、足は平行に構え
ましょう。伸び上がると不安定になるので、注
意しましょう。
問合せ▼□本 地域包括支援センター（☎内線1189）

フレイルを
予防しましょう Vol.4
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生
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ま
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す
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血
液
検
査（
血
糖
・
脂

質
・
肝
機
能
・
貧
血
）

実
施
日
時
・
場
所
▼

※
番
号
札
は
午
前
8
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。

費
用
▼
1
，
0
2
0
円（
お
つ
り
の
な
い
よ

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

定
員
▼
先
着
1
0
0
人

今月の手話で伝えようは【かき氷】です。

解説
右手を握り、機械の取っ手をぐるぐる回す。左手は
器を持っている様子。

（安中市立松井田小学校長　一場　明夫）

手話で伝えよう Vol.19 受章おめでとうございます

瑞宝双光章
（警察功労）

小池　哲也 さん
（大竹）

瑞宝双光章
（消防功労）

片岡　隆 さん
（松井田町二軒在家）

瑞宝双光章
（警察功労）

白石　信彦 さん
（松井田町新堀）

瑞宝双光章
（防衛功労）

本多　史郎 さん
（松井田町二軒在家）

春
の
叙
勲

日

　程

会

　場

受
付
時
間

８
月
24
日（
月
）

8
月
31
日（
月
）

9
月
11
日（
金
）

10
月
8
日（
木
）

10
月
9
日（
金
）

10
月
29
日（
木
）

10
月
30
日（
金
）

9
月
13
日（
日
）

９
月
14
日（
月
）

10
月
19
日（
月
）

午前８時３０分～

午前１１時

午前８時３０分～

午前１１時

　安中市

保健センター

　松井田

保健センター

本松

　
市
役
所
□本
、

□松
、
各
地
区
の

公
民
館
・
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

に
、
皆
さ
ん
の

声
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
「
市
民
の

声
」
を
投
稿
で
き
る
ポ
ス
ト
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

や
ご
意
見
な
ど
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を

　
　
　お
待
ち
し
て
い
ま
す

立った状態で安全のために椅子の背もたれなど
に手を添えて行います。良い姿勢を保ったまま
背伸びをし、ゆっくりかかとを下ろします。つ
ま先はできるだけ正面に向け、足は平行に構え
ましょう。伸び上がると不安定になるので、注
意しましょう。
問合せ▼□本 地域包括支援センター（☎内線1189）

フレイルを
予防しましょう Vol.4



＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

行　　事　　名

● 猟銃等取扱講習会
　文化センター　3 階大会議室
　13:20 ～

● 安中市水防訓練
　西毛総合運動公園野球場東側広場
　8:30 ～

● 夏の県民交通安全運動（～ 20 日）

恵みの湯　 7/7・21　8/4
峠の湯　 7/14・28
鉄道文化むら　 7/7・14・21・28
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 7/7・14・21・24・28・31※
 8/4・11・12
文化会館　 7/6・13・20・27・31
 8/3・11
碓氷川熱帯植物園　7/7・14・21・28　8/4・11

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 7/6・13※・20・27・28
 8/3・11
学習の森　 7/7・14・21・28・29・30
 8/4・11・12
いきいき長寿センター
 7/6・13・20・27・28・29
　　　　　　　　　8/3・10・11

日

1
2
3

4
5

6
7
8
9

10
11
12
13
14

日
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

28
29
30
31

曜日
水
木
金
土
日
月
火
水
木・祝
金・祝
土
日
月

火
水
木
金

行　　事　　名

● 大腸容器配布
● 第 7 回農業委員会総会
　□本　　201 会議室　13:30 ～
● 大腸容器配布
● 大腸容器配布
● 大腸容器配布

行事カレンダー 7月１日 ▼8月１５日
曜日

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月・祝
火
水
木
金
土

日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

行　　事　　名

● 磯部温泉まつり（中止）
● 磯部温泉まつり（中止）

7 月
曜日

水
木
金

土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火

休館のご案内

※毎週月曜日は市民交通安全日、
　毎月１日は県民交通安全日です。

8 月

相 談 案 内 7月１日 ▼8月１５日

（7月1日～8月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎385－4401】 

7　　月 8　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

14・2・22
10・8・5
2 0・1・3
23・11・6
9・21・7
16・25・4
12・24・17
15・19・18
13・2・22
14・8・5
10・1・3
20・11・6
23・21・7
9・25・4
16・24・17

12・19・18
15・2・22
13・8・5
14・1・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
15・8・5
13・1・3
14・11・6
10・21・7
20・25・4
23・24・17

9・19・18
16・2・22
12・8・5
15・1・3
13・11・6
14・21・7
10・25・4
20・24・17
23・19・18
9・2・2 2
16・8・5
12・1・3
15・11・6
13・21・7
14・25・4

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工　　　382-9433
㈲入沢電気商会　382-1609
㈲内堀設備工事　393-0157
㈲黒須設備工業 381-1148
群栄工業㈱ 393-1012
児玉工業㈲ 393-3118
㈲佐藤商店 395-2323
佐藤燃料㈱ 381-1111
㈲渋谷設備 381-1262
㈲ジーワイ燃設　382-2891
㈲須藤工業 388-1178
㈲武美工業 382-5061
㈲田中工作所 385-4126

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

㈱半田組 　   385-8374
㈲福美商事 　   381-0293
㈲松本住設 　   385-6278
㈱茂木設備　 　   381-6616
㈲山田タイル工業　   381-0075
㈱ヤマハチ・クボニワ　381-0435
㈱ユタカ 　   385-7647
オオカワラ住器    　382-1987
㈱反町備工 　   384-2058
第一設備工業㈲   　　385-8769
㈱フェニックス　   　382-5262
㈱白坂工業　　　　   382-4710

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 7/2・16　8/6　 9 時～ 11 時 30 分
□松  7/6　8/3　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 7/7　8/4　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1188）
（65 歳未満）  □本　　 福祉課（☎内線 1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 7/3・17　8/7　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）□本　　 8/5　13 時～ 16 時無料税務相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日 地域福祉支援センター（☎382－8397）

　

　

　

多
様
性
の
時
代

安
中
市
立
松
井
田
東
中
学
校

三
年
　吉
田
　彩

（
５
月
号
よ
り
つ
づ
き
）

　
ま
た
、
先
日
、
人
権
学
習
の
授
業
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
ま
し
た
。
そ

の
中
の
登
場
人
物
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
「
な

か
な
か
認
め
ら
れ
ず
、
社
会
に
と
け
込
め
な
い
。
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
実
際
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
終
わ
っ
た
あ
と
、
ク
ラ
ス
内
で
同

性
愛
者
に
つ
い
て
か
ら
か
う
よ
う
な
発
言
を
耳
に
し
ま
し
た
。
そ

の
時
私
は
、
と
て
も
嫌
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
誰
が
誰
を
好

き
で
も
か
ま
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
他
人
が
何
か
を
言
う
必
要
は
無

い
は
ず
で
す
。

　
私
は
以
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
で
、
あ
る
モ
デ
ル
の
女

性
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
目
に
し
ま
し
た
。
彼
女
は
そ
こ
で
こ
う
語

り
ま
す
。

「
好
き
に
な
っ
た
ら
男
と
か
女
と
か
関
係
な
い
。
例
え
人
を
好
き

に
な
れ
な
く
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
個
性
だ
か
ら
、
気
に
す
る

必
要
は
無
い
。
」

　
私
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
と
て
も
か
っ
こ
い
い
と
感
じ
ま
し

た
。
他
人
の
言
葉
に
負
け
ず
、
自
分
の
意
志
を
ま
っ
す
ぐ
に
伝
え

る
姿
は
本
当
に
素
敵
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
人
の
意
見
に
し
っ
か

り
耳
を
傾
け
て
も
ら
え
る
世
界
に
な
れ
ば
い
い
の
に
、
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
の
世
界
で
は
多
く
の
人
が
別
々
の
考
え
を
持
っ
て
毎
日
を
生

き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
一
般
的
で
は
な
い
考
え
も
あ
り
ま

す
。
で
は
、
一
般
的
と
は
何
か
。
そ
れ
を
決
め
る
の
は
私
た
ち
で

す
。
普
通
で
は
な
い
、
変
だ
、
と
思
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
を
認
め
て
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
個

性
を
尊
重
す
る
「
多
様
性
」
の
世
の
中
に
必
要
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
お
わ
り
）

令
和
元
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

2223

INFORMATION市民 INFORMATION市民

2020年7月1日号

※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります。



＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

行　　事　　名

● 猟銃等取扱講習会
　文化センター　3 階大会議室
　13:20 ～

● 安中市水防訓練
　西毛総合運動公園野球場東側広場
　8:30 ～

● 夏の県民交通安全運動（～ 20 日）

恵みの湯　 7/7・21　8/4
峠の湯　 7/14・28
鉄道文化むら　 7/7・14・21・28
文化センター（※は図書館のみ休館です）
 7/7・14・21・24・28・31※
 8/4・11・12
文化会館　 7/6・13・20・27・31
 8/3・11
碓氷川熱帯植物園　7/7・14・21・28　8/4・11

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 7/6・13※・20・27・28
 8/3・11
学習の森　 7/7・14・21・28・29・30
 8/4・11・12
いきいき長寿センター
 7/6・13・20・27・28・29
　　　　　　　　　8/3・10・11

日

1
2
3

4
5

6
7
8
9

10
11
12
13
14

日
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

28
29
30
31

曜日
水
木
金
土
日
月
火
水
木・祝
金・祝
土
日
月

火
水
木
金

行　　事　　名

● 大腸容器配布
● 第 7 回農業委員会総会
　□本　　201 会議室　13:30 ～
● 大腸容器配布
● 大腸容器配布
● 大腸容器配布

行事カレンダー 7月１日 ▼8月１５日
曜日

土
日
月
火
水
木
金
土
日
月・祝
火
水
木
金
土

日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

行　　事　　名

● 磯部温泉まつり（中止）
● 磯部温泉まつり（中止）

7 月
曜日

水
木
金

土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火

休館のご案内

※毎週月曜日は市民交通安全日、
　毎月１日は県民交通安全日です。

8 月

相 談 案 内 7月１日 ▼8月１５日

（7月1日～8月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎385－4401】 

7　　月 8　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

14・2・22
10・8・5
2 0・1・3
23・11・6
9・21・7
16・25・4
12・24・17
15・19・18
13・2・22
14・8・5
10・1・3
20・11・6
23・21・7
9・25・4
16・24・17

12・19・18
15・2・22
13・8・5
14・1・3
10・11・6
20・21・7
23・25・4
9・24・17
16・19・18
12・2・22
15・8・5
13・1・3
14・11・6
10・21・7
20・25・4
23・24・17

9・19・18
16・2・22
12・8・5
15・1・3
13・11・6
14・21・7
10・25・4
20・24・17
23・19・18
9・2・2 2
16・8・5
12・1・3
15・11・6
13・21・7
14・25・4

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工　　　382-9433
㈲入沢電気商会　382-1609
㈲内堀設備工事　393-0157
㈲黒須設備工業 381-1148
群栄工業㈱ 393-1012
児玉工業㈲ 393-3118
㈲佐藤商店 395-2323
佐藤燃料㈱ 381-1111
㈲渋谷設備 381-1262
㈲ジーワイ燃設　382-2891
㈲須藤工業 388-1178
㈲武美工業 382-5061
㈲田中工作所 385-4126

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

㈱半田組 　   385-8374
㈲福美商事 　   381-0293
㈲松本住設 　   385-6278
㈱茂木設備　 　   381-6616
㈲山田タイル工業　   381-0075
㈱ヤマハチ・クボニワ　381-0435
㈱ユタカ 　   385-7647
オオカワラ住器    　382-1987
㈱反町備工 　   384-2058
第一設備工業㈲   　　385-8769
㈱フェニックス　   　382-5262
㈱白坂工業　　　　   382-4710

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

ヌアリーベ (☎380－5385）
要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談
青少年相談

（電話相談・面接相談）

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 7/2・16　8/6　 9 時～ 11 時 30 分
□松  7/6　8/3　13 時 30 分～ 16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

消費生活センター (☎382－2228）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　□松  （☎内線 2156）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分
□松  毎週金曜日（祝日を除く）　14 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 7/7　8/4　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1188）
（65 歳未満）  □本　　 福祉課（☎内線 1155）

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分成年後見制度に関する相談

配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

ひきこもりに関する相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　 7/3・17　8/7　13 時～ 16 時

消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

消費生活相談

要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）□本　　 8/5　13 時～ 16 時無料税務相談

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

心配ごと相談 地域福祉支援センター　第 2 木曜日 地域福祉支援センター（☎382－8397）

　

　

　

多
様
性
の
時
代

安
中
市
立
松
井
田
東
中
学
校

三
年
　吉
田
　彩

（
５
月
号
よ
り
つ
づ
き
）

　
ま
た
、
先
日
、
人
権
学
習
の
授
業
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
ま
し
た
。
そ

の
中
の
登
場
人
物
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
「
な

か
な
か
認
め
ら
れ
ず
、
社
会
に
と
け
込
め
な
い
。
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
実
際
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
終
わ
っ
た
あ
と
、
ク
ラ
ス
内
で
同

性
愛
者
に
つ
い
て
か
ら
か
う
よ
う
な
発
言
を
耳
に
し
ま
し
た
。
そ

の
時
私
は
、
と
て
も
嫌
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
誰
が
誰
を
好

き
で
も
か
ま
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
他
人
が
何
か
を
言
う
必
要
は
無

い
は
ず
で
す
。

　
私
は
以
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
で
、
あ
る
モ
デ
ル
の
女

性
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
目
に
し
ま
し
た
。
彼
女
は
そ
こ
で
こ
う
語

り
ま
す
。

「
好
き
に
な
っ
た
ら
男
と
か
女
と
か
関
係
な
い
。
例
え
人
を
好
き

に
な
れ
な
く
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
人
の
個
性
だ
か
ら
、
気
に
す
る

必
要
は
無
い
。
」

　
私
は
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
と
て
も
か
っ
こ
い
い
と
感
じ
ま
し

た
。
他
人
の
言
葉
に
負
け
ず
、
自
分
の
意
志
を
ま
っ
す
ぐ
に
伝
え

る
姿
は
本
当
に
素
敵
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
人
の
意
見
に
し
っ
か

り
耳
を
傾
け
て
も
ら
え
る
世
界
に
な
れ
ば
い
い
の
に
、
と
思
い
ま

し
た
。

　
こ
の
世
界
で
は
多
く
の
人
が
別
々
の
考
え
を
持
っ
て
毎
日
を
生

き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
一
般
的
で
は
な
い
考
え
も
あ
り
ま

す
。
で
は
、
一
般
的
と
は
何
か
。
そ
れ
を
決
め
る
の
は
私
た
ち
で

す
。
普
通
で
は
な
い
、
変
だ
、
と
思
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
を
認
め
て
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
個

性
を
尊
重
す
る
「
多
様
性
」
の
世
の
中
に
必
要
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
お
わ
り
）

令
和
元
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら
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※新型コロナウイルス感染症の影響により、相談日時が変更および中止になる場合があります。



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City
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新規就農を応援します
令和元年度交通安全ポスターコンクール

中学生最優秀賞
第一中学校2年（当時）　相原　龍

令和2年夏の県民交通安全運動
運動期間　7月11日（土）～7月20日（月）

【年間スローガン】 いそいでも　心のブレーキ　かけましょう
【サブスローガン】 いってきます　わたしもくるまも　ルールを守る

　

【運動の目的】
　広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通

ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付ける

とともに、県民自身による道路交通環境の改善に向け

た取組を推進することにより、交通事故防止の徹底を

図ることを目的とする。
 

【運動の重点】
○子供と高齢者の交通事故防止
○自転車の安全利用の推進
○飲酒運転の根絶

広　告 広　告

広　告


